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本報告書は､住宅 ･都市整備公団- 開発局が㈱日建設計に発乱 た ←靴 第1

地区タウンセンタ- 前広場 ･デッキ ･地下駐車場基本設計｣の内､地下駐車場に

関する成果をまとめたものである｡
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港北第-地区タウンセンター･駅前広場 ･デッキ･地下駐車場基本設計

(地 下 駐 車 場 編)
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1.日 的

1-1 日 的

:

a

.I

港北ニュータウンのタウンセンターは第一地区､第二地区合わせて約

73haあり､ニュータウン及び周辺地域を含めた広域的核として､また横浜

市の副都心として､商業 ･業務 ･文化等の多様な施設を集積した､多機能

複合型のセンタ-形成を目指している.

当該タウンセンターを南北に貫く高速鉄道3号線の (仮)センター北駅､

(仮)センター南駅にはいずれも駅前広場が都市計画決定されており､そ

の有効利用を図り､併せて地区の利便性に寄与することを目的に､各々の

駅前広場の地下に駐車場が計画されており､平成4年1月に都市計画法に

よる都市施設として都市計画決定された｡

またタウンセンターの総駐車場需要は､約11,000台と見込まれ､そのう

ち公的駐車場は､約2,400台の整備を目標としている.

本基本設計は､公的駐車場の一翼を担う本駐車場の事業実施に向けての

枠組みを決定することを目的として検討を行ったものである｡

1-1 作業フロー

本作業の主な項目とフローを次に示す｡
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2.与条件の整理

2-1 駐車場建設位置

図2-1に本駐車場建設位置を示す｡

図より､当該地は､横浜市の中心部から､北西へ約10km､東京都心より

南西約22kmの地点に位置し､そこでは､横浜市の推進する21世紀に向けた

新しい街づくりの実現を目指し､大規模な計画的市街地開発事業､即ち､

港北ニュータウンの建設が始まっている.

港北ニュータウンで実施されている主な基盤整備の1つとして､横浜市

営高速鉄道3号線の延伸整備がある｡本3号線は､新横浜から港北ニュー

タウンを経て､東急田園都市線あざみ野駅までの総延長距離10.9kmの市中

心部と市北部地域を結ぶ路線であり､平成5年度早期の開業を目指して､

現在建設中である｡

この3号線の駅が港北ニュータウン内のタウンセンター地区に､2駅建

設されており (図2-1,下)､そのうちの1つである (仮称)センター

北駅 (以下センター北駅)の駅前広場 (10,320Ⅱf)と､歩行者専用道路の

地下が本駐車場の設置場所である｡

次に､図2-2に本駐車場建設予定位置と､センター北駅駅前広場周辺

の街区確定図を示す｡

図より､駅前広場と歩行者専用道路の東側にセンター北駅､西側には主

要地方道の中山･北山田線がある｡駅前広場とセンター北駅の中間 (公団

用地)には､商業施設であるブラザビル (当ビルの地下には､地域冷暖房

プラントを設置予定)が建設予定である｡駅前広場の北側は大ブロックの

共同化義務街区に接し､西側と南側は､民地に接している｡

また､図2-3に示すように､駅前広場周辺一帯は造成が進んでおり､

北側の共同化義務街区がTP+37.0mと最も高く､駅前広場および西側民地

がTP+27.0m､ブラザビル用地と南側道路がTP+22.0mと低くなっている｡

全体的に北から南にかけて階段状に造成されている｡
図2-1 駐車場建設位置
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図2-2 街区確定図
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図2-3 造成計画図 (平成2年度)
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2-2 周辺状況及び周辺計画

前述のように駅前広場の東側はブラザビル､北側は共同化義務街区､西

側､南側は民地に接する｡以下にそれぞれの特徴を示すo

(1)駅前広場計画(TP+27-28)

駅前広場計画図を図2-5に示す｡

駅前広場には西側の都市計画道路中山･北山田線(幅員28m)から出

入りし
､
バス､
タクシー､一
般車が利用する交通広場としての機能と
､
緑
､

水を配した公園的機能がある｡
他に
､
周辺ビルとを接続するデッキ計画が

ある(詳細については別冊駅前広場･デッキ編を参照)0

また
､
駅広内の施設(与件)としては､
駐輪場
､
公衆便所
､
交番
､
防火

水槽が予定されている｡
とりわけ
､
駐輪場は規模的に大きいため､
デッキ

下の空間利用が考えられている｡

本駅前広場に
､
地下駐車場の給排気塔､
排煙塔
､
階段
､エ
レベータを設

置するため
､
両者で十分に整合をとった計画としなければならない0

図2-5 駅前広場計画図
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llll (2)ブラザビル (TP+28)

ブラザビルは､地上6階､地下3階の商業施設を予定しているo

地階には駐車場､荷捌場､地域冷暖房プラントが計画されているo

敷地の特徴として車道に接道していないため､ブラザビルへの駐車場､

荷捌場､地冷プラントへは､歩行者専用道路を経由して出入りする計画で

ある○

2Fレベルには自由通路を設け､駅舎と駅前広場を接続する予定であるo

(図2-6,7参照)
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(3)共同化義務街区 (TP+36.37)

共同化義務街区は､核的複合施設の立地を目的とした大規模街区であり､

今後は事業手法を固めて開発が行われる予定である｡

(4)西側民地 (TP+27)､南側民地 (TP+22)

図2-8に示すように､西側民地は10地権者､南側民地は6地権者に分

割されている｡
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図2-8 第 1地区街区構成
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(5) センター北駅

センター北駅は､地上3階建で､1日平均約12万人の利用が予定されて

いる｡図2-9に､平､断面図を示す｡

主な出入口としては､アッパータウンへは3Fコンコース､ロワータ

ウンへは1F自由通路にあるoまた､補助的に3Fコンコースからブラザ

ビル2階を経由して駅前広場のデッキレベルに至る動線もある｡

1階の北側のスペース (TP+22)は､ブラザビル､本駐車場と接続し､

駐車場として利用する可能性もある｡

(6)計画地の現況

図2-10に駐車場計画地の現況写真を示す｡
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2-3 与条件

(1)都市計画決定内容

平成3年11月13日第37回横浜市都市計画審議会にて､別図の範囲 (駅前

広場及び歩行者専用道路用地地下)に駐車場を整備することが審議され､

｢港北ニュータウン第-自動車駐車場｣として平成4年 1月14日付で都市

計画決定の告示がなされたo(蓑2-1,図2-11参照)

(2)駐車場出入口

南側からの14m道路1ヶ所を介して出入りを行う｡

(3)官民境界からの離れ

･北側は､汚水管､雨水管の埋設を考慮して3m以上離すこととする｡

･西側は汚水管､雨水管､ガス､電気､NTT､収容溝等の埋設を考慮し

て6m以上離すこととする｡

･東側は官民境界ぎりぎりに按することとする｡

･南側は､残り寸法とする｡

(4) 周辺との接続

･隣接して計画されているブラザビルと共同化義務街区の駐車場と本駐車

場を将来接続し一体的管理ができるように計画する｡

･プラザビル用荷捌車の出入りについて､本駐車場で配慮して計画する｡

〔基本計画の外周道路の扱い〕

先の報告書 ｢港北地区タウンセンター駅前広場 ･同地下駐車場基本計画

･設計業務､平成2年12月､公団港北開発局｣において､本駐車場のB1

表2-1 都市計画決定内容

名 称 位 置 面 積 構 造 備 考
番号 駐車場名

13 港北 ニ ュータ ウ ン第 1自動車駐車場 港北区中川 町及 び牛久保 町 約13,600Ef 地下2層 約 480台出入口1箇所

図2-11 都市計画決定図
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階に ｢外周道軌 が提案されているが､本検討においては､以下のように

軽理した｡

･外周道路が道路法の道路とならない場合は､1ヶ所の出入口に接続する

駐車場の規模が､約 520台以下に制限されることとなり､本駐車場､ブ

ラザビル駐車場の計画が成立しなくなるO

.基本計画では､外周道路を公道とみなし､建築限界 3･8m以上 (または､

4.5m以上となる可能性も残っている)を確保するために､階高が 5.5

m以上必要となっていた｡一方､駐車場スペースでは､車路高 2.3m以

上､車重高 2.1m以上という数値から､階高は4m程度で十分であり､

Bl階の大部分で不経済な設計となる｡

･土被り 1.5m､Bl階高 5.5mの場合､Bl床レベルがTP+20mとな

り､ブラザビルの計画Bl床レベルと2mの差が生じ､駐車場同士の接

続に工夫が必要である｡土被りについては､駅広が1ha以上もあること

から､その雨水排水計画を考えると､もっと厚くなることも予想され､

この差がさらに大きなものになる恐れがある｡

以上q)整理から､本駐車場としては､以下の取り組みとすることとした｡

･敷地が､車道に接していないのはブラザビル敷地のみであるため､荷捌

車への対応はブラザビル敷地のみを検討することとし､大規模な外周道

路は実施しないこととするo

･外周道路を取りやめても､大規模な駐車場同士 (本駐車場､ブラザビル

･共同化義務街区駐車場)を接続することにより､一体的管理ができる

こととなり､駐車場のネットワーク化が図れる｡
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(5)ブラザビル出入口

周辺計画で述べたようにブラザビル用地は車道に按道していないために､

地下 1階､2階に計画されている駐車場への出入り､および地下1階の荷

捌き場へのアクセス路の確保が必要となる｡

ブラザビルは商業ビルではあるものの､地域冷暖房プラントを併設する
i

ため半公共的建物ということもできるため駅前広場地下駐車場を経由して

アクセスすることとし､検討の結果､A案を今回の結論とする (衰2-2

参照)｡但し､A案の車路は､歩行者専用道路を境切るため､これを補充

する意味で､図2-12に示すようにデッキと階段を設置し､当該ヶ所での

歩車分離を図ることとする｡

また､表2-3に示す段階整備過程のとおり､将来共同化義務街区の駐

車場が､駅前広場地下駐車場と接続された時点で､ブラザビルの附置義務

駐車場と接続することにより､歩行者専用道路を横切る車両の数を減らす

ことができる (ただし駐車場法の取り扱い上､問題がないかどうか検討を

要する)｡

ブラザビルの計画では荷捌車として4t車以下の使用を考えている｡図

2-13に代表的国産2t､4t車の実例を示す｡



表2-2 プ ラ +)' ビ ル 出 入 口 の 板 紺

A A● a C C■

BT.Rも lT..mLL _Tr.-栗71 llr.-m i UL-RJと

-愈二一一､ノ畑 地+B2l7bうずヒlL ■- l一■-1 一 0 --.｣ ⑳ - ノ畑 山↓B110うtJltごlL守.--. ㊦ ■ 滞 止｢BうサヒlL ①_.r ①' 鞍風且Bt 7bうずビIL o(-LJh .欝 止7bうずーごlL

ブ ラザ ビル との 接続 BIF B2F BIF BIF B2F

i托指 の iJHJJ-.道 占 用 ①即分 (TP22)の捕獅(参部分 (BIF)の占用 同左 (D部分 (TP22)のー肘yTr (診郡分 (tllF)のfJ6-Wr ②部分 (n2F)のil.GHV'r

①部分の,)J>行者への形lm 駅､駅東から市民ホール方面へ 同左 △ A案と同掛 こ))Dえ､駅誰LTから 形跡一代し ○ 同左

i比 形交 ぜ;αへ 向かう動線と交差o △ 駅広-向かうgJJ)組と交差○ ▲ ○

公帰 室切 利 便 性レ イ ア ウ ト 計画が一部制限される. △ 同左 △ ほとんど形噛iFItL ○ 荷捌車と旺車場利用発の動線が交差するo (資料参.n凧) ▲ 同左 ▲

効 率 △ △ ○ ▲ ∫l ▲I

･i:去 規 姓車の用に供する両税を6000m7 同左 ○ 同左 ○ 共同化残根街区への出口がic.き 同左 ､
汁画 以下とすれば問題1ntL○ ○ るまでプラ+)(接続不可 △暮 今
LTへの歩行者 動線 ほとんど影世知たし ○ ほとんど彫ぜなし ○ 形響如し ○ 狂車場からLTへの歩行者gJJ紬とブラザビル-の頚3))綿が交差▲ EtZW柵 し ○

n1ドレベルをjBj渦の必-Ln. △

L llL ‡li 対 応 ･ブラザビル-の出入り雛 ･ブラザビル-の出入り難 ･ビル内での回転難 △ ･ブラザビルへの出入り封と ･プラ-r)(ビル-のLtt入り'A托･ビル内での回転難 △ ･ビル内での回拒那 △ ･ビル内での回托難･入口での回転郡､交差有り▲ ･ビル内での回転那･人口での回拒難､交差有り▲
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蓑2-3 iJJf北 ;riA一 地 区 タ ン ウ セ ン タ ー 地 下 虹 iliLi,!並 hlI'J=投 階

45Tf L riiL m.Jt 耶 2 段 階

.蛋′′m -_,Bu嘉 嘉 一.蔓 共同雌 棚 区 ….,奴 十カ 妨3q ) ん 乙 .契 l 旗 ′-′hyJ■ 誓符 節 .∫-- 共剛 ヒ或坊街区. ､+ ∴ + . 二一簸 ''p搾.ガ r′x'% 棚 ,

m /鯵′.′須 % ′
ー 磁細 舶機船 r- -- 職 .ほ _ 新

lJ ↓ 土(-lL紬 は ) 佃 島)

ブラザビル ブラザビル

広 地下 駐 iF鳩 ･繭OIIJ20rn道Faカ､らldmiLT純を介す｡･出入口は-簡所とする○ ･ 同 左

ラ ザ ビ ルi, ･駅広地下姓王に場内に掛 ナたブラザビルm山人ロを介す. ･節l段階のブラザビルm出入口は的捌i如.lJ-.川とするO(ブラザビルへの村側印及び等上互に職制lTl_Tri) ･ブラザビルm-lI朋 l川■lIliは駅広地下駅主Eil£!より.'LS入りする○(81.81)

i同化 荘… 区 ･ifi区北8PJに固有の出入口を設ける〇･駅広地下盤中城と接続する.(61ー

考L

軋 ~ 17 -



弔t, トヨエース 2トン 全t床 いす.'エルフ
2トンgt 2トンgL ウイングホデイ2トン 3_25トンdr 3.75トン壬I

¶式.耶地色サ U-BU88(改) U-BU88(也) U-FE3158N(GEVI U-FRR12LC U-FD3HLAA

ホイー.ルベ- 入 mrn 3290 3290 2500 3365 一800 一850トt'-/I.'餅x捷 mm 1635XH20 l635Xl一l20 l390Xl250 ー665<l一85 179SXl610 1770X660

七二政地上汚 r71T11床面JbJ._朽 rnm ㈱ 965 915 l40915 1851105 190107x21207F台(内寸)長x稲× 朽 rnm 1360×】9釣xl970 一500x2075x2000 3090×1760Xl8一0 6220x217

* i<Jt未 kg 3025 2735 2一t30 3Jl7う 一395 357
*JL定月 名 3 3 3 3 2 3
B* 机8虫 k g 2000 2000 2000 2000 3250 3750

事 再 托■忌 kg 5)90 一900 1595 5610 7755 7735

廷Ji能力 tane 0_505.1 01】 0.一9 0-50jB小巨ltE半径 m 5_6 5_6 6-.1 7_6 7.6

エンジン丑式.&耕 l一BB!.D llB.Q.D 一■032車.D 1HFl空,D HD7D空.D

脚 大 玉 ∝圧 ■ 比t 再 出 力 PS/rpm ZE凍棚 式子汽lI5/3400 釈)lS/3JlOO Zla棚 式# ;llO′35伽 鑑花qlt式壬FSl35/3200 7tS一9一16.i2ltl′2800 7一12
19.7
195/2900

せ 大 トA,ク kg.m′rpm 27一〇′1800 27.0/1800 26一〇′1800 32.0′1700 BS.0′Ⅰ700 51_0/l700

トランス三./シ事ン.軸 -})-汰 OD付5葦 ODm 連 OT付与連.全シンタt) 5連.7ロ79 7 7 .x2 6息 2-6連シンクt77ロ7'一x2
1レ- キ 併 一x2｢ラム 一x2ドラム 一x2デ<スク 一ズ_ーラム t7 .1 油圧.エ丁仇含ま.ドラム

tA rラム ドラム ドラム tラ上 rラム.サ-.f付 油圧.エ7枚含ま.rラム
タ イ ヤ 餅 6ー58R16-10 Ⅰ95/60R17_5108′106L 7.00R16-10 225/80R17_5-1一

ーI 6.SOR16-1月◎ 6.50Rl6-10LT◎ I.95/60Rl7.5108/106L 了.00R16-10 7.50-16-1一LT⑳
-df諜沌LL.碑刊小砧書赫 ¥ 3.229.000 2.650.000

図2-13 2トン･4トン程度の荷捌き車の例
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_-i

書名 三暮.i､そう77イタ-
D-VAN冷a■ FD冷斗+

型式.辛凍妃号 U-FD3HKAA U-LC4YH4..(改)

全長×金将×全高 TTm 7775x228DX3080
4210 45LIO 3350

トレッド前×律 mm l7一5×1660 1770×1660 1400Xl430
床面地上高 mm 1115 1165 900
冷凍方式 也書式
坪内(内寸)長×'幅×荊 mrn

藁葺委要 望 4490 4560 27153 3 3

要語 空圭 ≡冨 3250ー 3250 20007905 7920 4880

丑坂能力 tano 0.56 0.53
七′トE)も半径 m 7.0 7.I 6.4

エンジン型式.唖萩 6D16型,D HO7D型.D FD42型.D
丘列大輔敦.弁型式 ilFqdl6漆Gho,PV 艦列6気筒.OHV 盆霊 鳥 茸 V焦妓壷形式 敏枝噴射式

盆排気丑 cc庄ふ比 754518.0 741219.7 421一18.2
*高出力 PS/rpm 185′2800 195/2900 125′3200
七大 トルク kg.m/ll)m 50.0/1700 51.0/1700 30.5′2000

トランスミ.yシ=ン.軽助方式. 4×2 6逆.2--6速シンクロ7 7 ×2 5j垂.7t77

1レ-キ挿1枚 油圧.エ7'複合式.ドラム U .4油圧.1ア裸合式.ドラム油Et.'..エ7複合式.ドラム 4×2Vディスクドラム
タ イ ヤ的 205/60R17.5111/109LLT

複 7,50-16-14LT◎ 205/60R17,5111/109LLT
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2-4 供給処理施設

周辺の供給処理施設を図2-14-図2121に示すo 〔出典 :港北ニュー

タウンセンター地区共同埋設システム基本設計報告書 (平成2年12月住宅

都市整備公団港北開発局)〕

ただし駅前広場内を通るルートについては､見直される予定であるo

一ヽ.i---一一一一-ニ'L-一一I-it ----二--/--JL_________ し

lI一l ll託 闇● ll _"1昆 (=E 二.7 !'I 鮎 '-

捕 十十エ コ
lI --一'■~一

･t lB

恐;f:

I

那,Jt?Lll●llli l tl i

lヽlト ご̀ 非 捕 @≡

~14 上 水 道 管 )L,I-･卜計 画 図
(第 1土也区 )

_ _ ___ ._｣ ,LIL.__
し-..-.一一.-.～...I

:ヽ E-., l0 9 II

l一日qJ=-JL.チ;rlt ユ一 7

E j qヾ

｢一--L ｢

一一｢:I I
tI Af～一LT LIIJ--

ttTlーItt)=⊆;: lIIlー｣~lZ5一一らlIl一_l25l一一 l〇 一～

～

ユ匂 33.)～Jt28～′～b_I

42 ユ09■'.＼.hh
l 暮7

~~-ミミ毎 -､ゝ _ m､ー

一一で モミ≡≡}-_-i

図2-15汚 水管ル ー･卜言†画図

(第 1士世区 )
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図2-16雨水管ル ート計画図
(第 1土也区 )

- 20-

L l---･J L li -一･-ごJL.～_.._

IllIllIlIl｢l JtqCJt,千:王te ∫ 固 丙

6 一一5 一II

二｣ …

3一 ■ヽ 一2■ 一l

･-一■r(tTLけlJ ～'t' IJll∫一I一lb lIlIIllIIlIl磨 由冒 25ー6I
ユ332ユー2.7b278

良

廿 二 ~ -1､ヽ､?､■■ヽ一､-I.=blt_l=こ､汁 I II1

l7l==｣一一lItIllIl!ノ∫/
～O-:-& ,.

図2-17 電 喜舌根ル ート言1画図

(第 1土也区 )

112)上iZ邑Elu外にT!aO)ケープJ･daiatrのとT古.
17恥入もm7-プル(■六317
2)用更Ziものた7-1ん(現CJtj50)メタん7-プルと剛lJL圭fl)



ー'1 lif,J ｣下島 - J l l

tI '%●ー

_汁

lJIIkt.サ=一-5 .-I..I.?., 】一 7冒

I▲iI

■lII■■eIl>:IllIlI_｣l_li-I琵;F:33～凸2■

～ I-I-Jl○Ill〇I.2.l〇一I 【窒】

IーtEp

!葦 団 ユ2273l.Zd臣～,A-～一

け …酢

○.○.一一〇一〇20～-Lル -卜喜十

J- わ■

l

■図2-18電 力線

:I;㌔l一一lll ,, ド.0 , 的 -~､̀~--l
J a

Ll ～一一lI潤:1 _ -JL-

lI lol ヨl LZq lI lol ヨl LZq

図2-19低圧 ･中圧ガス管ル ート計画図
(第 1土世区 )
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図2-20 黙 供 信 管ル -卜喜十画匡l

(第 1唯区 )
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図2-21

共同溝･電線共同収容溝ネットワーク

(第-地区)



3.設計方針

本駐車場は以下の方針のもとに設計を行うO

言生 計 方 針

① 車 の 出 し入 れが 容 易

② わ か りやす い車 ､ 歩 行者 動 線

③ 位 置確 認 が 容 易

④ 地 上 ､地 下 を含 め た周辺 環 境 との調 和

⑤ 従業 員 の居 住環 境 も重視

① 車の出し入れが容易

車重､車路はゆとりあるレイアウトとし､高齢者や初心者でも容易に駐

車できるようにする｡

② やかりやすい車､歩行者動線

場内は一方通行とし､明快な動線とする｡

③ 位置確認が容易

一般に､地下においては､自分の位置を確認することは難しく､駐車場

では自分がどこに駐車したのかわからなくなることがある｡そこで位置の

認識が容易にできるように､区画間の閉鎖を少く見通し良くしたり､自然

光を採り入れたり､サイン計画等を有効に活用する｡

- 22-

④ 地上､地下を含めた周辺環境との調fftl

地上の駅前広場に階段､給排気塔､排培塔を設けることになるため､

地上施設との整合をとる必要がある｡また､給排気塔等に､駅前広場のモ

ニュメントとしての演出も考える｡

J

▲

⑤ 従業員の居住環境も重視 ▲

地下の従業員の作業環境は一般にはあまり良くない｡自然光を積極的に

採り入れて､外の様子が地下でもわかるような工夫をすることで､心理的

なやすらぎを与えるように計画する｡



tL 4-3 駐車台数

都市計画決定より､港北ニュータウンの都市計画駐車場のうち､第 1地

区自動車駐車場の整備台数は､約480台と示されている｡

また､本駐車場は､出口と人口が道路に沿って10m以上離れていないた
1

め､駐車場法施行令第 7条 3より､自動車の駐車の用に供する部分の面積

を6,000Ⅰぜ以下としなければならない.自動車1台の駐車の用に供する面

積を2.3×5.0-ll.5m2とすると､最大駐車台数nは､

6,000
-521台

11.5

となる｡

以上より､本駐車場設計における駐車台数は､次のように設定する0

駐 車 台 数 の 設 定

ー23-



蓑4-1地下駐車場に関する法規の整理

射左下愚 賢 い獣 謂 装 噺 建築物用途(I.)棉(刃の特例建築別に該当 立休自動車車庫の取扱い建築物扱いに該当健 企第17号S59.7.12)防火対象物u9項イに該当 地上1幣､地下2階王室ての建築物とする〇i

･幅員6m未満の道路･交差点から5m以内･踏切から10m以内･勾配1/10をこえる道路47条 注1参照出入口が10m以上離れない場合は､駐車スペースが6,(耕)m以内 ①堪 なし②出入口1ヶ所につき､台数糾唄(520台)あり

出入口の見通し ･道路境界から1m以上後過 (48-1) 出口から2m後退した通路中心線上1.4mの高さで､道路中L,線に直角に向つて左右それぞれ約〇以上前面道路の通行を確認できることo 問題なし

前面空地 ･昇降設備のある場合6m以上の空地を設ける○(48-2) 問題なし

姫路幅 二方通行では5.5m以上一方通行では3.5m以上屈曲部内半径5m以上(2-1-8)

姫路勾配 17%以下 (2-1-8) ･規準内

天井高 車 路駐車重 梁下2.3m以上(2-1-8)梁下2.1m以上(2-1-9) ･鶴兵市 ｢福祉のまちづくり｣身障者用EV駐車場スペース等 ･車路､車重とも2.3mで計画

各馳 上 床壁､天井 不燃材料､又は準不燃材料とするo(建令129-1-2) 斜路は粗面とし､すべりにくい材料とする○(2-1-8) 仕上げする場合不燃材料を使用

耐畑 造 防火世封旨定なし (3)その用途に供する部分が1階以外にあるものは耐火建築 (49) 耐火構造とする.



lr,. fL一一ドり 建築基準法､同施行令 横 浜 市 条 例 関 係 消防法､髄 号令､同規則 駐車場法､同施行令 そ の 他 法 令 当 該 地 区 の 摘 要 備 考

防火地域の場合延床面暁150nf以上(61) I ′▲i
準防災地域延床面積1,500Ttt以上耐火 (62-1)

防火区画 主要構造を耐火構造とする場合は1,500rJごとに防火区画する○ (建令112)経的規定:自動車消防設備を設けた時は区画面軌ま2倍までよいo 火災の危険のある施設を附置場合､耐火構造の壁又は甲穏拓火戸によって区画する○ (2-1-ll) ･3,000d以内ごとに区画する〇･たて穴区画する○

脚 傭 換気上有効な給気口及び排気筒を有すること○(建令 129-2-2-1) (1株が地旺下にある場合においては､外気に通ずる適当な換気設備を設けることo (51) 10回/1hの換気能力が必要bただし､換気に有効な開口面積が各階の面積の1/10以上の場合､換気設備不要b (2-1-12) 公害防止条例商業地域騒音規制〔監 5F;ン､昼肘 ン) デリベント方式

川畑設僻 階数が3以上で床面積が500rrfを絶える建築物などには排煙設備を設けなくてはならないo(建令126-2)防煙垂れ壁は､天井から50m以上下方○(建令126-2)床面積500rJ以内ごとに防煙壁で区画するo(齢 126-3-1) 地下又は無窓階で1,000Trf以上の場合は排煙設備が必要である○(消令公一1-3)排煙上有効な開口部分床面税の1/200以上あれま排煙設備は不要であるo(消規27) 消防法上無窓階となる0500rrf以内ごとに排煙区画し､排煙設備を設ける○

荊火蚊僻 地階又は2階以上で宅車場面勧 2ヾ00nf以上のとき､1階で5(氾nf以上のときは泡消火設備などを設けるC(消令13)150nf以上の場合は消火器具を設置するo(消令l°-1-2)

lfW W 職 階及び直上階以外では耐火構造の場合200nf以上の居室のある場合､直通階劇ま2以上施 (121) 延面院が500TJ以上の場合は火災報知器を設置する○(消令21-4)スプリンクラー､水塀 ､ 自動車の出入口及び道路の安全を確保するために必要fj:警報装置を設けなけねぎならない○ (2-1-14)



1

･TLt6汀 卜l吋ヒ 建築基準法､同施行令 抜 浜 市 条 例 関 係 消防法､同施行令､同規則 駐車場法､同施行令 そ の 他 法 令匡 該 地 区 の 摘要 備 考
泡の各消火設備を設置した場合､その有効相打内 (規23-30閉鎖型スプリンクラーヘッド)の部分は設置免除 ¢肖令21-3)延面勧 く1,0(氾TTf以上の場合消防硯材′＼通報する火災報知豆受偏を設ける.(消令詔-3)消防牌対′ヾ常時通報できる電話を設置した場合は設置免除 (消令23-3) Ii'1■

･# # 窓その他開口部を有しない (31避難階以外の階に設ける 瑠臥 無窓階及び11階以上 建築基準法第123条第1項 横浜市｢福祉のまちづくり ･地下にある居室は無窓の 非常用照明設備
居室から避鞄管段までの距 場合Iカ虹ヒ又は避難階へ の部分避難口や避難通路に 若しくは第2項に規定する けあげ 17城 下 居室となる

TU .脚 瀕定 離は耐火構造か不燃材料の の直通階段またはこれに は緑色の誘導灯を設ける○ 避柚階段又は､これに代わ 踏 面 30cm以上 〇･避難階i地 上1階とする.

場合40m.(建令120-1) 類するものを設ける○(51) (消令26) る設備を設ける○(2-1-10) ･居室の合計が200TTf以下///′階とする○

蛭1(雌 施行令2-1-7).交差点､横断歩道､踏切､軌道敷内､坂の且ヒ付近､勾配の急な坂又はトンネル
･交差点の収臓又は道路の曲り角から前後に5m以内の部分

･横断歩道の手前の併願から5m以内の部分

･安全地帯の左側の部分及び当該部分の前後の併願からそれぞれ前後に10m以内の部分

･軌道車の停留所及びバス停から前後に10m以内の部分

･踏切の前後のOlp敵､ら前後10m以内の部分

･その他公安委員カ守旨定した場所

･聯 道橋 (地下横断歩道を含む)昇降口から5m以内の部分

･/J嘩硬､盲学校､ろう学校､養諌学校､幼稚園､保執 精神溺男児遡詞施設､肢体不自由児通園施設､情緒障喜児短軸治療施設､児童公園､児童館の出入口から20m以内の部分

･陸橋の下､棺下､トンネル内､幅員6m未満の道路の部分

･縦断勾配が10%をこえる道路の部分

･駐車面艶 000Ⅱf以上のときは､出口と人口の問筒を10m以上



4-4 設計車両､車室､車措

く1)設計車両の設定

駐車場設計上の自動車諸元 (車体寸法)は､道路運送車両法 (表4-2)

及び､道路法 ･道路構造令 (蓑4-3)での規定を参考に､現況の乗用自

動車の車体寸法に基づいて決定するo

蓑4-2 道路運送車両法による自動車の種別

暴 動 非B71 白秋在の椛迩および原動披 自勤番の大きさ
長 さ(m) 転(m) 3..3 さ(ロー)

廿 /ト型自助弧 軽自助私 大型特殊自動茄および′ト
EI勤 Jlt 型特殊自助駐以外の自助在

小 型自 動 蒋 四輪以上の自動車および掛 ナん引自助i巨で自助iri 4.70以下 1.70以下 2_00以下

の大きさが石碑に該当するもののうち晦日軌弧
大型特殊自動在および小型特殊自助串以外のもの

(内燃扱TXl(ジーゼル扱rnを除く)を瓜軌段とナ

る自蜘 巨にあつては.その給排気丑が2.00f以下

のものに限る)

二輪自助車 (側串付き二騰自動在を含む)および

三輪自助在で畦自助私 大型特殊自励荘および小

型特殊自動iJ-L以外のもの

蓑4-3 道路構造令による設計車両

小.型 自 助 非 4.7 1.7 2.0 0.8 2.7 1.2 6.0
骨 油 自 動 事 12.0 2.5 3.8 1.5 6.5 4.0 12.0

公共駐車場には不特定の車両が入庫することや､最近､道路運送車両法

で普通自動車区分となる､いわゆる3ナンバー車と呼ばれる普通乗用車や

ワゴン車の一般への普及の伸びが著しいこと､普通車や高級車はど駐車場

をよく利用すること等を考慮して本駐車場は普通乗用車を設計車両とする

こととする｡

設計車両の車休寸法については､現在の代表的普通乗用車の車体寸汰

(点4-4)を参考に図4-1に示す通り幅1.800mX長さ5.000mと設定

し､以後の検討を行うこととした｡

但し､供用開始後の車両制限に関しては別途考慮されるものとする｡ま

た救急車､清掃車の進入駐車は考慮しないこととする｡

5.000m

図4-1 設 計 車 両

表4-4 代表的普通乗用車の例

タ イ プ 車 名 車両寸法 (全長×幅×全高)

乗 用 車 ディアマンテ 4.74× 1.78× 1.42

セドリック 4.78× 1.75× 1.39

マキシマ 4.78× 1.76× 1.40
グロリア 4.86× 1.72× 1.40

ソアラ 4.86× 1.79× 1.34

デボネア 4.87× 1.73× 1.43
クラウン 4.90× 1.80× 1.42

ン′- マ 4.93× 1.78× 1.44
レジェンド 4.94× 1.81× 1.41
セルシオ 5.00× 1.82× 1.40

インフィニティ 5.09× 1.83× 1.43
プレジデント 5.23× 1.83× 1.43

センチュリー 5.27× 1.89× 1.43

外国製乗用車 BMW 535i 4.72× 1.75× 1.42

メルセデスベンツ 300E 4.74× 1.74× 1.45

アウディ 1002.8E 4.80× 1.79× 1.44
ボルボ 960 4.87× 1.76× 1.44

キ†デラックエルドラドクJ)ンダ卜イ 5.18× 1.92× 1.40

メルセデスベンツ 500SE 5.22× 1.89× 1.50

ベントレーターボR 5.28× 1.89× 1.49

ワ ゴ ン パジェロ 4.65× 1.70× 1.95

エスティマ 4.75× 1.80× 1.79

キャラバン 4.80× 1.73× 1.96
ハイラックス 4.80× 1.79× 1.78

サファリ 4.85× 1.93× 1.99

(荏)各車とも､最大寸法の型式を載せた｡
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(2)駐車スペース (車重)､車路

① 駐車スペース (車室)

自動車の駐車場スペース (車重)の寸法は､(1)の設計車両寸法に､自

動車を駐車するために必要な空間と､人の乗降あるいは荷物の積卸しの

ために必要な空間を考慮したものとなり､図4-2に示すように､前方

空臥 後方空間及び側方空間に分けられるo

前方空間は前進駐車の場合は後方空間ということになるが､もっぱら

駐車のために必要なもので､前面車路の幅員､通行方式､見通し､歩行

者通路の有無､あるいは駐車方式､中型､小型等さまざまな車種の混在

などの条件を考慮して､可能な限り余地として残すことが望ましいもの

であり､今回は前進駐車とする利用者の存在を考慮し､後方空間と同程

度確保することとする｡

後方空間も同様に駐車のために必要なスペースということになるが､

後退駐車等､初心者にはかなりむずかしい操車行為を伴う場合や､車種､

車長の変化､後部 トランクへの荷物の出入れ等の余地を考慮して､人間

の入れる最小幅として30-50cmが必要とされている｡本計画では､設計

車両寸法を越える普通乗用車の車路へのはみ出し駐車を防止するため､

大きめの値を採用し､50cmとすることとする｡

また､側方空間は､ ドアの開放幅によって決められる｡ ドアの開閉寸

法は人の乗降を対象とした場合50-70皿である｡ ドアを開いて隣の車を

傷つけることなく多少の荷物を持って出入りし得る幅としては約80cmを

必要とするが､有効に駐車スペースを生かすためには多少小さいほうが

好ましい｡本計画では側方空間として設計車両の両側合計で70cmを確保

することとする｡

-28-

以上から､設計車両を越える車両には多少の不自由は予想されるが､

前方空間､後方空間をそれぞれ50CⅢとし､側方空間を左右合計で70cmと

することで､車重の寸法は幅2.5mX長さ6.0mと設定する｡

長さ6.0m

∃

偶方空間0.35E]

車 短1.8m

甘方鯛 0.35m

LL :lJ
蘇方鯛 D.5tn 車長5.0皿 後方空月D.5m

図4-2 車重寸法の構成

ちなみに自動車の駐車スペース (車重)の寸法は､附置義務として

設ける場合以外には特に規定はない｡附置義務として設ける場合には､

平成2年6月11日付建設省都市局長通達による標準駐車場条例にその寸

法が示されており､表4-5のとおりとなる.

蓑4-5 附置義務駐車場の駐車スペース

駐車マスの位置づけ 駐車マスの大きさ 附置すべき台数に対する割合

(》 小 型 自 動 車 用 2.3mX5.0m 70%

② 普 通 自 動 車 用 2.5mX6.0m 30%

本駐車場では､上表の普通自動車用車重と同等の車重が確保されるこ

ととなる｡

また車重のはり下の高さ (有効高)は､駐車場法施行令第9条の規定に

従い2.1m以上にする｡



② 車 路

駐車場法施行令第8条には､車路の幅､有効高さ､斜路の勾配につい

て次の規定がある〇

･車路は原則として一方通行とし､その幅員は3･5m以上とするo

止むを得ない場合に限り交互通行とし､その幅員は5･5m以上とする｡

.車路の梁下の高さは2.3m以上〇

･傾斜部の縦断勾配は17%を超えないこと0

本駐車場においては､車路幅､有効高さについては､一般に採用され

ている上記下限値とすることとする｡しかし､斜路勾配については､規

定の上限値ではなく､使用性や安全性を考慮して､一般的に好ましいと

されている13.-15%程度以下とすることとする｡

③ 駐車パターンの検討

駐車パターンとしては､直角駐車のはかに､入庫の容易な斜め駐車

(300､450､600等)方式があるが､一般的に､地下駐車場の建設に

は莫大な建設費がかかるため､最も効率の高い直角駐車の採用が大半で

ある｡

本駐車場においても､効率性や敷地の形状が四角であることから判断

して､直角駐車を採用する｡

④ 入出庫に必要な車路幅の検討

以上の対象車両､車室､車路､駐車パターンのもとで､自動車の入出

庫に必要な車路幅を検討する｡

図4-3に出庫時の自動車 (対象車両)の軌跡を示す｡図は､自動車

がハンドルの切り換えなしで､容易に出庫できることを示している0

これより､駐車室前面の車路幅の最小値は6.0mとする｡
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対象車
章二 _
L5｡∞｣

図4-3 出庫時の自動車軌跡図



⑳ j締 幅の決定

上記の②～④の検討により､車路の両側には歩行者用のスペースを設

けることで､ゆとりある空間とすることができるばかりでなく､運転者

が入取 出庫することを容易にするため､車捌高として6mを標準とし､

その構成は図4-4とするo

6,000

1,250 卜 3,500 十 1,250

歩 道丁 車 道 lー歩 道

図4-4 車 路 構 成

◎ 車重の配置

図4-5に､一般車重および車いす利用者のための駐車スペースを示

す｡なお､身体者用スペースについては､横浜市の ｢福祉のまちづくり｣

より引用した｡また､同資料では､車いす利用者のための駐車スペース

台数は ｢100台までは1台､100台を超える場合は総駐車台数の1%以上

配置することが望ましい｣と規定されている.

今回計画台数は､ 520台程度のため､車いす利用者用スペースとして

6台を確保することとする｡

歩行壱馬連琵

止む __250≦ t.20≦い50≦ t･aD≦1250≦ 土 250≦ ｣ 星型 ｣
図4-5 車いす利用者のための駐車スペース

以上の検討結果から､車重部分の標準的配置を斑4-6に示す｡

一般車室については､構造的経済性を考慮し､柱スパンの問に3台駐

車とし､車いす利用者用のスペースは､同じ柱スパンの間に2台駐車と

なる｡

t
I

r
11
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図4-6 車室詳細図



I.-5発券所と料金所の数

ー掛こ､有料駐車場は省力化を図る意味で､入口には発券桟､出口には

舟金収受接を設けるo

ここでは､本駐車場もこれら発券機と料金収受枝を設置することを前提

として､これら両横の台数､即ち､出入口のゲート数を検討する｡

ィ.入庫時

(発券横の処理能力と必要ゲート数〕

'発券桟の処理能力

一般に､車両 1台当たりの発券処理能力は15秒程度といわれている｡

① 発券用ループコイルによる車両感知時間 約0.5秒

② 車両感知信号を受けてからの発券機よりの 約3秒～4秒
駐車券発行時間

③ 駐車券を抜き取ってカーゲートが開状態に 約3秒～4秒
なるまでの時間

④ 車両ゲー ト閉用ループコイル上を通過し 約2秒～3秒
終わる時間

⑤ 車両通過時間を受けてカーゲートが閉状態 約2秒～3秒
になるまでの時間

計10.5秒～14.5秒

(2台目の車両が発券用ループコイル上にいたとしてもカーゲートが閉

まるまで､駐車券は発行しない)

ここで､処理能力を15秒/台とすれば1ゲートが1時間に処理できる台数は､

3,600÷15-240台/h

●ピーク時自動車集中台数

一方､当駐車場のピーク時集中台数は､都市計画決定時の資料によれば､

272台/h(集中率15%)と推計されている｡

以上より､520台程度を予定している本駐車場では､ピーク時において

円滑な処理を行うために､ 2ゲート設置が望ましい｡なお､オフピーク時

には1ゲートでの対応で処理が可能である｡

ロ.出庫時

〔料金収受機の処理能力と必要ブース数〕 .■r
●料金収受に要する時間 l◆
有人管理の場合には､駐車券を受け取ってから料金を表示するまでに約

3秒を要することから､車の移動時問や料金の収受､小銭を捜す時間や

釣銭を渡す時間を考慮した場合には､1台当たり10-15秒必要となる｡

したがって有人管理では1ブース1時間当たりの処理能力は240-360台

と考えられるO

また､全自動料金収受桟を使用した場合には､一般に､1プ-ス1時間

当たりの処理能力は100-150台といわれている｡

●ピーク時自動車出庫台数

ピーク時出庫台数は､ピーク時入庫台数と同数とみなして272台と考え

る｡

以上より､料金収受に関しては､2ブースを設置すると､全自動料金収受

横の場合時間当たり200-300台となり､概械管理だけでは出口での混雑が予

想されるが､有人管理と兼用することによって､出庫処理上問題は無いと判

断される｡
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4-6 人の出入口とェレベーター

人の出入口階劇 ま､駐車場内の人の動線､地表の周辺状況との関係を考

慮して設定する｡

基本方針は以下のとおりである｡ ,

･居室から40m以内の位置に避難階段を設ける｡ (建築基準法施行令120-1)

･駐車場内の各点からの避難距離は､法的制約はないが､本駐車場では

50m程度とする｡

･身障者､高齢者対策としてエレベーターを1ヶ所設置する｡

まず､駐車場利用者の動線について整理する｡駐車場利用者の目的は､

主に次のものが考えられる｡

(a) 駅利用 (パークアンドライド)

(b) ロアークウンの市民施設利用

(C) 駅周辺の商業ビル等利用

これら動線を駅前広場平面図に示すと､図4-8のようになる｡図より､

人の出入口の位置は､これら主動線を考慮し､駅周辺施設と整合をとりつ

つ､計画することが重要となる｡

次に､エレベーターについては､最も利用者の多いと予想される駅､

シンボル広場､商業ビルに最短距離の位置が望ましいと判断され､図4-

7に示す共同化義務街区ビル前とする｡なお､エレベーターの利用階は､

健常者の利便性も考慮し駐車場地下2階､地下1階､地上､デッキ階とす

る (エレベーター設置位置検討については､駅前広場 ･デッキ編を参照).
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4-7 諸室及び付帯設備の規模設定

本駐車場の内の諸室及び付帯設備の規模 (面積)について衰4-7-図

4-9に示す｡

蓑4-7 諸室の面積蓑

諸室及び付帯設備 面 積 .規 模 備 考

事 務 .管 理 室 約120m1 厚木中央公園駐車場を参考

中 央 監 視 室 約60nf 同 上

待ち合いスペース 約30rd/FL 図4-9参照

(注)本駐車場は車いす利用者用駐車スペースを設置しているため､

便所も身障着用 トイレを設けることとする｡

】 i rL

〇 i

阿 扇 --≡ TL B.ら-
l l l l 1 l Il

図4-9 便所等検討図 (途中段階)
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5.平面計画

5-1 計画方針

本駐車場の平面計画は､3章設計方針に基づいて､次の方針にて行う｡

自動車 に と って -一一-① 動線は単純にし､車路は一方通行とする｡

② 地下1階利用車と地下2階利用車が交錯
しないようにする｡

(参 出入口付近や､合流ヶ所は､余裕をもっ
た車路幅とする｡

④ 駐車ブロックを多くし､駐車室を探すの
に手間どらない配置とする｡

匪 重 ≡ ヨ ー一一- ①内雷雲窒票差望冨言oa長さを′j､さくし､場

② 所在位置をわかり易くする｡

③ 出入口階段 (避難階段)は､歩行距離が
短くなるように計画する｡

④ 身障者用駐車量は､エレベーターの周辺
に配置する｡

管理･運営にとって (》 車路 ･車重､各諸室を管理上効率良く配
置する｡

② 駐車場利用率の変化に応じ､自動車の動
線を処理できるようにする｡

③ 料金徴収業務が簡単に行えるようにする｡

④ 管理者の職場環境を配慮する｡

5-2 平面計画

(1)平面計画の比較検討

ここでは､駐車場平面計画を車重 ･車路の方向の異なる2案を作成し､

それぞれの得失を比較評価し､二者択一する｡
▲

A案 一一一--･駐車室の配置を南北にする｡ (図5-1,2)

B案 ･-･一一-駐車室の配置を東西にする｡ (図5-3,4)

衰5-1にこれら両案の比較表を示す｡

比較検討の結果自動車動線の円滑性や効率性等の理由により､A案を採

用する｡

- 35 -



l＼
市81幸 B事■



■-一一一.■j14.--■~= ＼2ー00 l… 00 J/ I lI

/ +I 8000 5600li

ヽ

℡受水-【■ポンプ暮tP5g火甘4*E, Ff枚 ｢~~｢rl~~｢r~~｢r~~~~tr~｢ ～ )Y火水■

- l p- lSトー--.･.･.

fI F :■ f拙 1tJGk) 一 骨 fI Fi fI

l .:■■ ⊂:⊃t.′ーrヽ■一l⊃ ⊂⊃O⊂⊃t亡l4)

I

芸芸 f F5枚 与i- lil ⊂:⊃⊂⊃■ノー⊂nuーIl

増 土一書気) 柑 土JB末)

q)t拙t 圭1■

Ff段

乍 UIp t 巨口 - I ⊂⊃- ⊂⊃⊂⊃ド⊂=)LLlドー一つ

I･d B L -く-̀ー :--1S -く-.i

冷却水■暮 書JE l I.n L n 'I l n l 川 副 侶 Ⅲ さ ■那6wc 拝鞍

IヽII神束tt暮叫と
Lt枕 ＼ヽ＼

唖鞄計 図5-2 地下2階 平面図



一一■丁羊.一■ 1402CO 55d

/ -A -

6CXX)6∝沿56CO7(m 12(和85∞-102cm 80X) ∝0

/ ′

ヽ 1 I I 8---づ 買
1

I Iロ l l S らI I l_山 ●_I__J_∫_■｣_ Sl_i.LLしん舟券_J｣_J⊥ー=1良ふよ _~-1等ゝ.一 令す ～ ｢ヽ冒ドl′ー§｢ヽ.LD '-.∪つI

_一一一■■--■~ 也1料 千 懲嘩 ｣ __. l I 恰頓 H u ⊥ _ 綬中豊 ら S -==⊂∋一.- S 0 6･車 .-一粍碑皇 DN

IPfr一｢~~~Ⅶ ノ現生%室くり コ _Il- 磯捕里 I 江[棉 ､星 T T

両 板̀碑星川F.蛙) 碑林憂(坪 捜) (柿 気) 槻柿色抑;煙) 機械呈(て排 煙)(せ台東)⊥こ

l -b (m s S ･* S

管 王 : ≡ . IlI ｣

旦(2) II:､∴-LD8LD1 T､-ド

q)S S * S こ.>-

舎卑 -. ;⊥L l '｣⊥･Ⅱ ⊥し●⊥L一工亡
皆埼 lil 身〒F⊥｣_

/∫ 羽口 S..,i. 日⊥ S S EV l~11■r S弓''_守 I 帖 丁l･卑 身 市ヽ身登'lL.白粥コ-一瞥柏 倉 -
･WC

l lー l I

荷拘 さ 竜主串 L .畔育 欝 場 ､＼ ､＼

El唖醜計 図5-3 - B 案 元下1階 平牢固 S=ー/-58,l J



-Tr一J ri .. .... l

./ -_一一一.-.一一一一~ー 8CO･(⊃I■-■｢､-§し

6〔XX)./ 60m56∝)7(ココ:) ー2&_旦丘は_⊆芸｣.____ 8(:(Ⅹ) 6(:0

il I

旦うホ○ン槽生米 -al Sl I S 咋 ーl 一 S -I.-ト- l膳嘩I滴 久水捕r
楢竣 T L:嘩 ¶~ 丁~ 1T I 卑

皇 磯純量(姶泉) 磯 ポ(柿 星̀ 止 昔 十 I

I 耳 ) l

S S一也l S lEEn

宵 豆 , ]⊥ 千
.｢T.⊥

I TSI1=⊃ S SlO ら ■~~下 ).- 冒rヽ§ ■8LDlLドド
鮮卑 【敬一盲 l II I l 〔 ー

樽嘩 亡.∴食

/' r_ くLS･くつ- ヨ]ロ ら * I SEV

秤水槽.倉 禅ー I l lローlmI l 適確 日 ]｣ 描Il∫那,TE･白取コ-WCl7瞥根

ー L l .-,守･ ＼

触 計 l 図- 4 -地下2階 - l r



表5-1 =F FE百 雷十 画 上ヒ yTt∈交 未

-r-' .r 画 基軸 1佃 園 (地下1階) A 案 B 薬

一､---I/l llI州I■■ンγニーTや判や†㌫__LW.i_…r_...,謝個酬･鞘 嘩三日●一日 ＼ lJ:4.i-- -①与bNvtr.fi:下.for. ;rlー:flFarl.Jt＼
l川l動線 円 滑 性 ･走行車と入出庫車が分離しているため､円滑性は高い○ ○ ･入出庫による待ち行列が予想され､円滑性は低い○ △

長 短 ･駐車ブロックは多く､各プE3ツクの台数が少ないため､探すのか容易である〇 〇･通指全長が長いため､短い動線が適訳できる○ ･駐車ブロックが少なく各ブDツクの台数が多いため､探すのに時間がかかるo

郎ラ音避難動線の長短 ･4隅の階段へは同条件o階段の配置計画によって左右される○ ○ 同 左 ○

歩行者の見通しl在岨tのわかりやすさ･階段､サインの配置計画によって左右されるので同条件○ ○ 同 左 ○

率 性 ･520台 ･509台○ △
･敷地いっぱいに配置できるC ･敷地が余る○

t 続 問 題 な し ○ 問 題 な し ○

合 評 価 ◎ △



(2)畑 汁帥図

1川棚- 画を行うに当っての､具体的な留意点を下記に示す｡

○rlJb･fT･h線上の留意点

ID 人口付近は､発券横の処理能力 (15秒/台)上､入場車両の混雑が予

が れるため､滞留スペース (車線)をとる｡

また､入場直後の1スパンは､地下 1階利用者の出場車線ともなるた

め､広め (A-8･Om)にする｡

ui 出口付近は､料金収受に時間を要するため､動線を単純にすること､

閑散時の料金所使用 (2ヶ所を1ヶ所に縮小)も柔軟に対応できるよう

に､広めのスパン (A-11･2m)としておくo

S 地下1倍と地下2階の動線形態は､同じにするo

li)地下1階利用車と地下2階利用車が交錯しないように､両階を利用上

分離する｡そのため､入場直後に地下2階-､また､出場直前に地下2

軒から出れるように出入口前後に斜路を設ける｡

○活室の配置上の留意点

⑤ 入口位置 (発券機設置位置)は､滞留車を十分受け入れられるよう

に､北端部とする｡

⑥ 晃券所部は､ 2車線幅と発券機の設置スペ-スを確保するため､

2.0m拡幅する｡

⑦ 管理室や中央監視室は､駐車場運営上有利なように､出口付近に設

ける｡

⑧ 人の出入口階段の位置と方向は､地上の動線と整合をとり､避難

距離が約40m程度確保できるように計画する｡また､同階段は､地下

2階 ‥ 地下 1階 ‥ 地上の直通階段とする｡

⑨ ェレベーターの位置決定については､ ｢駅前広場 ･デッキ編｣を参

照する｡

‥51日-

⑬ 身障者用車重の位置は､身障者の利便上､エレベーター付近とする｡

⑪ 換気機械室 (給気 ･排気)は､民地への排ガス放出を避けるため､

民地に近い両側の歩道 ･緑地から給気し､中央の緑地に排気するよう

な配置とする｡

⑳ 将来､隣接 (ブラザビル､共同化義務街区ビル)の駐車場と接続可
i

能な範囲は､本駐車場の動線等と整合をとれるよう設定する｡

⑬ WCの位置は､利用者の集中度の高い隣接商業ビル付近とする｡

以上の留意点のもとで､平面計画を行うと､図5-6､7のようになるC

特色としては､次のものが挙げられる｡

① 滞留車路を110m程度確保 (2車線で計220m)したo

② 荷捌車路をブラザビル側に確保した｡

③ 将来の駐車場ネットワークのための接続を考慮している｡

④ 管理室横にトップライトを設けている｡

表 5-2に各諸室の面積を示す｡
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表 5-2 駐車場の諸室面積

＼ BIF B2F 計

Jt 車 台 数･li 董 219台 301台 520台
3,685 5,045 8,730

,li 路 6,816 5,386 12,202

背 理 室 等 190 - 190

成 機 室(瓜 庫) 874 1,424 2,298

肺 段(EV.便所等) 405 405 810

tp'j 捌 車 路 360 - 360

■]I T 12,330 12,260 24,590
1台当たりの面積

蓑5-3に最近の公共駐車場の1台当たりの面積を示す｡表より本駐車

場の1台当たりの面積47.3nfは､比較的大きいことがうかがえる｡

主な理由として次のものが挙げられる｡

1)駐車スペースを､6mx2.5m (通常は5mX2.3m程度)として

い る｡

ii) 出 口 と人 口 が 1ヶ所 に あ る た め､駐 車 台数 が 上 限 521台 と決 め ら

れ て い る｡

iii) 精 留 車 路 を 設 け て い る た め ､ 22台分の駐車可能スペースが車路と

な っ て い る ｡

また､荷捌車路についても同様で17台分が車路となっている｡

iv)将来､隣接 ビルとの接続 (4ヶ所)を考慮 して､16台分が車路

(又は､倉庫)としている｡

しかしながら､正)以外の理由については､これからの都市公共駐車場

に要求される条件と考えられ､単なる効率重視の観点で評価は難しいと判
l

断される. L

表5-3 最近の公共駐車場の 1台当たりの面積

＼ MM MM 八一/トランド広 島 厚木中央公園 川口西公園ロータrJ-下 展 示場 下 辛1位手早 中央駐車場 地下駐車場 地下公経車境

延床面続A. (i) 16.830.96536,914.401ll,213.6013.717.20 20,660 6,635.78

駐車台敦B. (台) (一部鵬式)川0 810 228 =0 500 l64

A/aC. (A/令) 42.1 45.6 H.2 34.3 41.3 M.5

(3) 防火区画計画

建築基準法施行令第112条より､ 1,500rrf又は自動式の消火設備の場合

は､3,0000汀f以内ごとに､耐火壁又は甲種防火戸で区画することを規定さ

れている｡

本駐車場では､短手方向に6スパン毎に区画し､ 3,000m2以内としてい

る｡

図 5-8に防火区画計画図を示すO耐火壁は20cm厚の鉄筋コンクリー ト

壁とし､構造上の耐震壁を兼用する｡
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5-3滞酵 路長の検証

駐車場に到着した車が満室のため入場できず､入口付近に待ち行列が生

じることを予想して､待ち行列長を推定し､これを場内の滞留車路にて受

け入れ､沿道交通の円滑化に資するo

ここでは､待ち行列長の推定は､下記の3手法にて検討し､考察し､決

定するものとするo

① 出入庫状況試算

② コンピューターシミュレーション

③ 待ち行列実態調査

以下に､これら3手法について述べる｡

fl)出入庫状況試算

これは､時間帯別の到着数を多摩ニュータウンセンター地区の実態調

査での事例を参考に､定められたピーク時台数と時間を設定し､一律に

駐車時間を決め､出入庫の状況を試算 したものである｡

a)検討条件

① 日最大到着台数

都市計画決定時の資料より､第 1地区駐車場のピーク時集中台数

は､272台/時で､ピーク時集中率が0.15より日最大到着台数は､

･-豊 ≒1･815台

となる｡

② 営業開始 ･終了時刻

午前8:00-午後22:00-- --船橋駅北口駐車場より
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③ 到着台数分布

多摩プラザの例を参考に､ピーク時0.15及び到着台数N-1,815

台の条件で到着台数を次のように設定する｡

-
10
1l
l2
13
14
15
16
17
18
19
20
22

～
～
～
～
～
勺
へ
～
勺
へ
～
～
＼

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

-
-
10
日
12
13
14
15
16
日
18
19
20

合 計

着

35
82

72
02
89
85
95
81
78
53
94
49
0

15

到

2
2
1
1
1
1
1
1

8

数

台

～ー%∫.＼
率

｣

.
5

.
0

.
1

.
4

.
2

.
7

.
0

.
8

.
4

.
2

.
7

2
4
5
1
0
nU
0
0
9
8
5
2

1
1
1
1
1
1

レLL⊥

④ 収容台数 520台

⑤ 平均駐車時間

一般に駅前広場栖辺の商業ビル等に対する駐車時間は､商業ビル

の割引き率に影響され､2.0-2.5時間が支配的である｡

ここでは､一律2.5時間の平均駐車時間とする,

⑥ 車の到着は等時間隔とする｡

b)試算結果

以上の条件のもとで行った試算結果を衰5-2に示す｡

表より､滞留台数の最大値は35台､その時間帯は12･20-1240と

算定される｡

C)滞留車路長

車 1台毎の必要スペースを6.0m長さとして､

L-35台×6m-210m



場内に滞留車線を2車線確保すると､

p- 葦 -105m

となり､計画長110m以下となり､待ち行列が場外に張り出すよう

なことはないと判断される｡

表5-2 出入 庫 状 況試 算 表

･520台収容
･駐車時間2.5h

時間集中率 入 庫 台 数 出庫 台 数 駐 車 台 数 滞 留 台 数

8:00-8:30 2.1 17 17
8:30-9:00 18 35

9:00-9:30 4.5 41 I.+ 76
9:30-10:00 41 I 117

10:00-10:30 15.0 136 253
10:30-ll:00 136 17 372

ll:00～11:30 ll.1 101 18 455
ll:30-12:00 101 41 515

12:00-12:20 10.4 63 27 520 3112:20-12:40 63 59 520 *35
12:40-13:00 63 91 520 7

13:00-13:30 10.2 93 136 484
13:30-14:00 92 101 475

14:00-14:30 10.7 98 101 472
14:30-15:00 97 95 474

15:00′-15:30 10.0 91 94 471
15:30-16:00 90 93 468

16:00-16:30 9.8 89 92 465
16:30-17:00 89 98 456

17:00-17:30 8.4 77 97 436
17:30-18:00 76 91 421

18:00-18:30 5.2 47 90 378
18:30-19:00 47 89 336

19:00-19:30 2.6 25 89 272
19:30-20:00 24 77 219

20:00-20:30 0 76 143
20:30-21:00 47 96
21:00-21:30 47 49
21:30-22:00 49 0
計 100.0 1,815 1,815

注)12:00-13:00は､変動が著しいので20分間隔で表わし､出庫台数は
比例計算した｡
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(2) コンピューターシミュレーションによる評価

コンピュータシミュレーションとは､定められた時間毎の到着車に対

して滞在 (駐車)時間を自由に決め (前述(1)の試算では､駐車時間を全

ての到着車に対して一律に 2･5hとした)､但し､平均滞在時間は2･5

hとするが､それぞれの車が､駐車場に関する条件 (下記④)のもとで､

入場 一入庸一駐車-出庫-出場していく様子をコンピューターにて模擬

(シミュレーション)するものである｡従って､任意の時刻の駐車状況

や場内での走行状況が知ることができ､各章路の混雑度も頗査できるメ

リットがあるo

a)シミュレーションの仕様

① 目 的 ; 駐車場内部の待行列､混雑状況を把握する｡

③ 収容台数 ; 520台 (BIF:B2p-220:300)

③ 到着車柄に関する条件 ;

i)到 着 数 1,815台 (都市計画決定資料より)
止)ピー ク時率 15%(272台)
iii)到着時間分布 8時から20時
iv)出場最終時刻 22時 (21-22時の間に最終の車輪が出場すること)
Ⅴ)平均駐車時間 2時間30分

④ 駐車場に関する条件 ;

i)入場ゲート数と通過所要時間

ii,)出場ゲート数と通過所要時間

払)入庫時の車輪の通行を妨げる時間

iv)出御 寺他の車繭の通行を妨げる時間
Ⅴ)駐車場内での走行速度

vi)駐車場の外にできる待行列の制限

b)シミュレーションのために作成した条件

① 時間帯別の到着数と比率

蓑5-2による｡

2ゲート､15秒/ゲート
(480台/時間の交通容量)
2ゲート､30秒/ゲート
(240台/時間の交通容量)
12秒
6秒
8km/h
●待行列の台数 一一制限なし

●待時間の長さ 一一制限なし
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② 滞在時問の集計

滞在時間帯

1:00-1:30
1:30-2:00
2:00-2:30
2:30-3:00
3:00-3:30
3:30･･-4:00
4:00-4:30

･-
k

.

▲

数

6
1
5
6
3
3
1

生

13
44
35
30
45
8
4

発 %(

5
3
6
9
0

率

7
24
19
.
16
25

LLL⊥

C)シミュレーションの中の制御機構

① 出入口における開閉制御機構

駐車場の入口は､収容台数分の車輪が入場するまで開状態であり､

到着した車輪は駐車場内に入場することができる｡その後入口は閉

状態となり､出口から車繭が出場するつど､出場数と同数の車輪が

入場する間のみ開状態となる｡

② BIF､B2Fへの誘導制御機構

B1F又はB2Fへのいずれか空車庫数の多い方に向かうように

誘導する｡

d)シミュレーションの結果

① 待 行 列 待発生 :12:20-17.10

ピーク 15:35頃:35台 待ち時間約12分

(参 混雑状況

i)出口料金所待ち台数 約10台､待ち時間 約2分30秒

立)入口料金所先合流部のチェック

ピーク通過台数 300台/h- 5台/分であり混雑の原因
とはならないQ

なお､シミュレーション結果の詳細は､付録にて示す｡



(3)待ち行列実態調査による評価

首都掛 こおける地下駐車場､立体駐車場について､資料調査､ヒア

リング調査等により待ち行列の実態を調査した｡その結果は､衰5-3

に示されるように､地域による格差が大きく､一般論として滞留長を秤

価するのは困難であるo

蓑5-3 駐車場入庫待ち行列の台数の調査値

駐 車 場 Aロ収容台数 A∩待ち台数 刀滞 留 長 調査方法

船橋駅北口地下駐車場 563 15-25 100.-150 ヒアリング

多摩センター中央第一駐車場 800 13 80 資 料

多摩セント中央第二駐車場 130 27 160 ′′

多摩セント東第-駐車場 800 5 20-30 ′′

厚木市ヨーカドー駐車場 600 25-30 150-200 実 測
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(4) ま と め

oシミュレーション結果では､待ち行列は約35台 (35台×6m/令-210

m)であり､駐車場内精留車路員 (約110mx2-220m)より短く､

沿道交通への影響は無いと考えられるo

また､万一特殊な事情により到着台数が設定した条件より多く発生し
i

た場合には､人口での適切な誘導 (管理員による)により､沿道交通

への影響は防げると考えられる｡

o実態調査によれば､待ち行列は駐車場によって大きく異なっている｡

これは､駐車場の置かれた地域特性 (主に駐車場の需給バランス､沿

道交通環境と規制)による差異と考えられ､一般論として必要滞留長

を評価するのは難しい｡また､ヒアリングによれば､開設時当初は利

用車が集中するが､慣れると待ち行列は少なくなると推定される0

0本駐車場の整備台数 520台は､港北ニュータウンの駐車場需要予測に

基づき適切に設定されている (都市計画決定資料による整備台数約

480台)以上のものであるため､駐車台数不足により大きな待ち行列

が発生する可能性は小さいものと考えられる｡

さらに､タウンセターを対象とする広域駐車場案内システムを導入す

ることにより､利用車の円滑な誘導が図れると思われる｡



..紳 計画

6-1 土被tJ

ー掛こ地下構造物は､その土被りが大きいと階高が大きくなり利用者の

卵 に不便をきたすばかりでなく､土被り荷重や､土圧 ･水圧が大きくな

り､肺宣躯体の増大､掘削土量･埋戻し土量の増大等によって不経済とな

る｡

よって､いかに土被りを小さく抑えるかが重要な課題となるが､土被り

の決定要因を列挙すると次のようになる｡

1

(a)道路の構造物 (舗装､排水施設)の機能保持のスペース

(b)地下埋設物 (下水管､水道管､ガス管､電気ケーブル等)の必要ス

ペース

(C)共同溝や地下鉄等の既設の地下構造物の空間的制約

(d)地上の植栽物の生育土壌厚

(e)法的規制 (道路法施行規則第四条の四の三)

Ii::.JL/.｣ ∴ 1 }:胤 ...1∵ ∴ ∴ L∴ 一一∴ ､~-rll

これらの要因の中で､当該駅前広場においては､(a)の道路の構造物のス

ペースが最も土被り厚を必要としており､駅広の雨水排水機能をそこなう

ことなく､雨水排水管や取付桝が納まる空間が土被りということになり､

これを出来るだけ小さくすることが重要となってくる｡

雨水管をより浅く設置する方策として､以下の方針のもとで検討を行っ

た｡(本報告書 ｢駅前広場･デッキ編｣参照)
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(a) 雨水排水管菜の土被りは､通常の場合 120cm以上必要であるが､釈

広管理者,排水管理者と協議し､最小土被りを60cmとした｡

(b)土被りの大きくなる排水管については､地下駐車場が建設されない

スペースに埋設する｡

(C)雨水排水管柴の勾配をできる限り小さくなるように管菜の材質は､
i

粗度係数の小さいもの (塩ビ管等)を使用する｡

以上より､道路排水施設が収容されるに必要な土被りは､約1.0-2.0m

となり､これによって本駐車場の上床版高は､原則､TP+26.0mと設定さ

れる｡(図6-1,2参照)



図6-1 駅前広場-般平面図
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図612 駅前広場造成及び排水計画図
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い 2 断面計画

断面計画は､一般部と､荷捌車車路部の2ヶ所について行うo

川 一般部

断面計画を行うに当って､与件および設計条件を次に示すo

① 上床版レベルは､+26.0mである｡

GL=▼270-,280

60

_一一一一一■■-■■■-一

7#.ll∋■
+elFL=+22_0

I
寸

-■■- -∇+B2FL-十1845笥 §

図6-3 一般部断面計画

(6-1より)

② 地下1階レベル (BIFL)は､

ブラザビルとの接続を考慮して､+

22.0とする｡ (与件)

③ 駐車場法施行令より､車路の高さ

は2.3mである｡

④ 場内の排煙設備と､換気設備空間

として800mmと設定する｡

(9 各層の床仕上げは150mmと考えるO

以上の条件と､構造部材の厚さを鑑みて､駐車場の断面計画を行うと､

図6-3のようになる.但し､地下2階床レベル (B2FL)は､Bl階

の構造部材によって上下する｡
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(2)荷捌車車路部

荷捌車車路部の断面計画は､次の条件にて行う｡

- A&Bv8･0 ① 荷捌車は4t車として必要内空高

は､4t車の最大高さ3.4mに余裕

をみて3.8mとする｡

② 当該ヶ所の排煙 ･換気設備空間を

500mmと設定する.

図6-4 荷捌車車路部断面計画

図6-4に荷捌車車路部の断面図を示す｡



1.4書道計画

7-1 計画条件 許容応力度､荷重

(I)準拠基準

｡建築基準法及び建築基準法施行令

.鉄筋コンクリート構造計算基準 ･同解説 (日本建築学会)

.共同溝設計指針 昭和61年 3月 ㈱日本道路協会

(2)主体構造 鉄筋コンクリート造

(3)使用材料

'コンクリート ･･･=-HHHF｡-210kgf/cd

･鉄 筋 =一一-一一････SD295A

(4)許容応力度 (鉄筋コンクリート構造計算基準 ･同解説､日本建築学会より)

+コンクリート .･･---H u｡-70kgf/cnf

'鉄 ･ 筋 一一一日･一一一一os-2000kgf/CTG

t5)荷重および外力

① 固定荷重

a.鉄筋コンクリート 2.4t/m'

b.モルタル仕上げ 2.Ot/ml

c･土 1.9t/m'(地下水位以上)

1.Ot/m'(地下水位以下)

d.水 1.Ot/mJ

-妻E1-

② 載荷荷重

駅前広場での載荷荷重としてはデッキの柱脚反力､緑地部の盛土､高

木荷重､車道部の自動車荷重､歩道部のバスシェルターや交番､公衆 ト

イレ等がある｡

これらのうちデッキの柱脚反力及び緑地部荷重範田については､7-
1

7(3)にまとめて示す｡歩道部の荷重については活荷重相当とし､ 1.Ot

/m2と設定する｡

a.路面自動車荷重

(共同溝設計指針より)

b.歩道部活荷重

C.自動車車室及び自動車通路

d.機械室床荷重

e.事務室床荷重

③ 側 圧

静止土圧係数

2.36t/nl(土被り1.5mの場合)

1.00t/nl

0.55t/trf

2.00t/nf

0.sot/LTf

X｡-0.5

④ 地震力

地震力は､建築基準法施行令88条の地下部分の地震力を考える0



l.し
I-2
地質概要

碓車場建設位置
付近の地質調査結果図を図7-1(1)､
(2)
､
(3)
､
(4)
､
(5)
､

t6'に示
す
O
〔出典:港北第-地区9工
区(センター)駅広造成工事
土質〕

調査業務
,
平成3年9月

図に示されるように､
地質構成としては､
地表(GL)より洪積粘性土

脚現れ､
それ以深は堅固な泥岩と砂層が続き全体的に良質な
地盤地域と

判断されるo

JF駐
車場の底版が位置するTP+16m付近は､
N値50以上の砂層地帯で

ぁるため､
駐車場の支持地盤とみなされるo

地下水位は､
ボ-リング孔
内水位ではぽTP+23
･
Om､
現場透水試験に

ょる平衡水位でTP+22･
9m～+21･
5mと調査されており､
設計上は
､

TP+23
.
0mと設定されるo

7-3 柱割りの検討

柱割りは､駐車場の平面計画および鉄筋コンクリート造の経済的スパン

を考え合わせて､図7-2を標準とする｡

J-･･.1･_

図7-2標準柱割り図
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I-4基礎形式

本駐車場の基礎形式は､直接基礎とする｡

一般に､地下駐車場の場合､排土重量と構造物自重がほぼ同一であるた

め､支持杭等の基礎は不要であり､直接基礎が採用されるo

また､支持地盤の液状化については､N値50以上の砂層であるので問題

ないO

7-5 構造形式

地下駐車場の構造形式としては､大きく､次の3形式が考えられる｡

国 フラットスラブ構造 (図7-3)

圏 梁 ･スラブ構造 (図7-4) ,

田 版桁構造 (図7-5) l

これらは､建設地の敷地形状､地盤特性や計画上の与件 (デッキ基礎が

上載される､大きなスパンが要求されている等)によって､ かつ､駐車

場計画の課題 (出入口階段周り､大きな開口､設備スペースの確保等)に

よって､有利 ･不利があるため､一様に選定することは無理がある0

本駐車場では､計画上の与件としてデッキ基礎の上載と､荷捌車の特別

内空高があるため､構造形式の選定については､これら特殊部を考えあわ

せて検討する｡

(1)一般部

表7-1に一般部の構造形式の比較表を示す｡表7-1に示す通り､階

高を低く抑えられ､工費的にも有利であることから､本駐車場の一般部の

構造形式には､フラットスラブ構造を選定した｡

フラットスラブ構造は､-様な荷重が載荷し､正方形に近い柱スパン構

造に有利で､階高も小さくでき､経済的であるため地下駐車場に適してい

る構造といえる｡欠点としては､地震力のような水平力や集中載荷に対す

る問題があり､懸念されるが､水平力に対しては､駐車場内の防火区画壁

を耐震壁に利用することによって補強される｡集中載荷への対応､ここで

はデッキ基礎の場合について､後述するO
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蓑7-1 構 造 形 式 比 較 表

l】一 構造形式 フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 栄 .ス ラ ブ 構 造 版 桁 構 造

梁 伏 図 二二三二 二 三二二 I8.5 A:≡;ヲ5X:0 Ⅰ 王8.5梁 7.0 梁 ノ 〉 I8.07.0 ▲ 7.0
トー一一一一句 トー.一･.一一一.-1 トー一一一.→ー

什 面 上 の 特 長 ･スラブ下が設備スペースになるため､階高を小さくで ･梁下が設備スペースになるため､階高が大きくなる. ●梁下が設備スペースになるため､階高が大きくなる○きる.●見上げた場合､すっきりしている. +小径配管.ケーブル等は梁影に隠すことができる○ '筒状の構造物に採用される場合が多い○

4直付の証明とした場合､照度が一定で明るい.●B1床レベルでTP+22.0が確保できる. ･B一抹レベルでTP十22.0が確保できない｡ ｡Bt床レベルでTP+22.0が確保できない｡

本計画では､8.5mX5.6mの長方形ハネルであるが､十分に対応できる. ･応力の流れが極めて明確であり､集中荷重や開口等に ｡応力の流れが明確で､集中荷重や開口等に比較的対応

例 α--書手 -一書諸--0.67 - MMα- 普 - 0.64 ... .. 天王寺α-許 - 0.66 . - 港北●水平荷重による剛性低下が著しいので､ここでは､外壁及び防火壁を耐粟壁とする. 対応しやすい○+将来の改築に対応しやすい○ しやすい.

コンクリ-ト歪 円/rTt スラブ 59.5nfX(0.5+0.3+0.2十0.7)-10一.2 スラブ 59.5×(0.25+0.20十0.15+0.35)-56.5 スラブ 59.5×(0.4+0.25×2十0.55) -86.3
支圧板 2.8×3.4×(0.3+0.3+0.35)- 9.0 大梁 .小梁 (7.0+2×7.3)×(1.2×0.85+ 栄 (1.2×0.6+1.0×0.6+1.4×0.6)×7,0-15.1

17.000 柱 1.0×1.0×(3.25+2.95) - 6.2 1.2×1.0×一.0×0.6) -60.9柱 1.0×1.0×3,25×2 -6.5 柱 1.0×一.0×(3.25×2) -6.5ハンチ 焔×0,6×0.2×(2×7×4) -3.4

(nZ) (1.979千円) 計 116.4nf (2.ー06千円) 計 123.9nf (1.892千円) 計 111.3nf

型 わ く 円/nI支圧板 (2.8+3.4)×2×(0.3+0.3十0.35)-1一.8 スラブ 59.5x2+2×2.3×7.3 -152.6 スラブ 59.5×3 -178.5
81.BRスラ1 59.5×2 =119.0 梁 (1.0+0.85)×(7.3x4+2.3×4)-71.0 梁 0.4×7.0×2×2+0.2×7×2-14.0

7.000 柱 1.0×4.0×(3.25十2.95) -2.45 〝 0.6×(7.5×4十2.5×4) -24.0柱 1.0×4×3.25×2 -26.0 〝 0.632×7.0×8 -35.4桂 1.0×4×3.25×2 -26.0

○エー* (n1) (1.089千円) 計 155.6ni (1,915千円) 計 273.6nf (1.7T7千円) 計 253.9n了

支 保 工 円/nI 空nl 空rrt 空nI2.500 59.5x8.85-116.4=410.2 59.5x9.90-123.9-465.2 59.5×9.80-111.3-47一.8
(1.026千円) (1.163千円) (1.180千円)

鉄 筋 円/It50.000 a-160kg/rT1, W-18.6t (2,790千円) a-160kg/TT1, W-19.8t (2,9TO千円) a-ー60kg/n1. W-17.8t (2.670千円)

直 工 費 6.880千円 8,198千円 7.575千円



12)デッキ基礎受け構造

ィ)受け構造方針

地下駐車場の上床版上に､デッキの柱脚 ･フーチングが位置する場合､

デッキの基礎と駐車場構造とを一体にするか､又は､分離するかについ

て､それぞれの得失 (計画上､構造上)を検討し､地下駐車場との整合

を図る｡

表7-2に､デッキ基礎 (柱脚)と地下駐車場の一体 ･分離について

比較検討を行うo表より､デッキ基礎と地下駐車場は､分離構造とする｡

これは､各々の計画および工期が制約を受けず､構造補強で対応でき

るという長所と､かつ両者の財産管理区分が明確化されるということが

主たる理由であるo

ロ)細道形式

デッキ柱脚の位置が決定していないので､ある程度の範囲でフーチン

グが載るものとして駐車場の構造型式を決定する｡即ち､集中荷重が載

る場合は､一般に版桁構造が有利であること､駐車場の設備配管等のス

ペースを確保すること等より､本駐車場におけるデッキ載荷部は､版桁梼

造とするO

ハ)チ.tyキ柱脚の位置の想定

上記方針の基に､版桁構造としたスパンについては､デッキ柱脚が

のってもよいこととした｡

その範囲は図7-6に示すDl,D2,D3 の範囲である.

その結果､デッキの平面の最大範囲は､各々図7-8-図7-11に示

す通りである｡

7-6 構造計画

本駐車場の構造は､計画上または､上床版上の荷重強度上､次の5タイ

プが考えられる｡

A｡ 一般部および植栽等部
▲

D. デッキ載荷部1 1t

D2 デッキ載荷部2

D3 荷捌車車路部

L】 出口部 (スパン11.2m)

これら5タイプの内､Aoタイプは､前述の理由によりフラットスラブ

形式とする｡残りのDh D2､Dh L.タイプは､版桁橋造形式とす

る｡その理由としては､次のものが考えられる｡

Dl,D2---集中載荷であり､載荷位置が明確でない｡

D, 一･一一一一一一一一階高が一般部と異なり､段差が生じ､両者の取合いが

フラットスラブとして不通である｡

Ll-一一一一･一一一往スパンが11.2mであり､隣接スパン5.6mと大きく

異なり､構造的に版桁構造とするのが一般的である｡

以上より､図7-5-11に､各タイプの平面位置および断面図を示す｡
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蓑7-2 デ ッキ基礎 と地下駐車場 との一休 ･分離構造 の比較

一 略 図 一 休 構 造 A 一 休 構 造 B 分 離 構 造 備 考

デ.,千lll[ l｢｢ l｢l l テ㌧キ ←､ア′lt●. l .ri- - I｢ trT ｢l｢ ~t l t テ■.千l l二二二コl｢一一一 l⊂=l l l ●各図共､駐車場スペース (内空高)を優先して構造計画を行った○▲t
匠 ∃ 睦 - HI I睦 蝿 lil u kS% u

fi # ●駐車場柱にデッキ柱脚が貫通○●デッキ橋脚と駐車場柱が一致o ●駐車場の上床版柱を補強し､デッキ橋脚を固定するo●デッキ橋脚と駐車場桂とは無関係○ ●駐車場の上床版柱を補強し､デッキフーチングを載荷するo●デッキ橋脚と駐車場柱とは無関係o

.l!.h:鴇の計画への影響 × ○ ○ ○:橋脚位置が駐車場プランに影響を与えないo

l川場の補強でデッキ.iささえられるか (⊃ ○ (⊃

li.,fT鳩土披り空間の 制 約 ○ △ △ △ :土被り空間に制約を受けるo

lミ市場上床版の防水 △ △ ○ ○:駐車場の防水は､完結する○

恥色物の財産監理区分 × × ○ (⊃:明 確×:不明確

⊥ 費 ○ ○ ○ ○:大きな差は生じない○

毛 I 性 △ △ ○ △ :ピア位置の芯出し,固定が菜○
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-iJ度し

(2) 構造寸法の設定

イ)スラブ

BR-50.0cm､B1-30.0cm､B2-70.0cm

ロ)柱の径

RX-7.Om､A ,-8.5m､h-4.45m
▲

B y h 4.45
- -42.5cm､- - -29.7cm
20 15 15

- 1.0m

-)柱 頭

2
- (8.5+7.0)×1/2-1.55m
10

2
- (8.5+7.0)×1/2-1.72m
9

ニ)支 板

0.4B x-2.8m

0.4P y-3.4m

8

u′ ⊂)○

l (ー)

L2_1 .4] nO呂
m §了

め■ l ′~ヽ
E5,018CO
8 霊
～

⊂)A.
- .



(31細 の計算

.土鍍りL5mとして
P I P2

ー 4,000 (

÷ }

例 ㌢ ､ ○
ヽくつ
､.uつ
-ヽ

a)活荷重 (参 ‥共同溝設計指針)

T-20荷重､衝撃 i-0.3(土被りH<3.5mより)

2×81 2×8×1.3
Pl= (1+i)-
2.75 2.75

P1 7.56

- 7.56t /m

-2.36t/mZ
2H+0.2 2×1.5十0.2

b)BR階載荷重

土被り 1.9t/m}×1.5m-2.85t/rd

活荷重 2.36t/m2

スラブ 2.4×0.5 -1.20t/d

仕上げ 2.0×0.1 -0.20t/nf

設 備 0.20t/m2

W1-6.81t/i

c)Bl階

仕上げ 2.0×0.150 -0.30t/nf

スラブ 2.4×0.30 -0.72t/af

自動車荷重 0.55t/A

設 備 0.20t/m2

W2-1.77t/mt

-77-

d)B2階

仕上げ 2.0×0.150 -0.30t/a

スラブ 2.4×(0.2†0.7) -2.16t/i

自動車 0.55t/a

3.Olt/m2

② ブラザビル側 (バルコニー側)

f)植栽帯部

高木 1本/10mtより2.50t/mlとする｡

出典 :｢最先端の緑化技術｣ソフトサイエンス社
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表7-3 駐 車 場 上 載 荷 重 値

一般部 (歩車道共) デ ッキ部 1 デ ッキ部 2 植 栽 帯 部

概念図 ∇+27.i. ふ ふ mp 桐 p {ll贈 *TomlQ')rl ⊂)＼ 〕 』

∇ †2も.0 ′′′､､t′′′'＼､､笥 ･一冊 ■ 冊

ノク′ Jク ,dV ′鮮 鴇塊p-/so一 J#′ l(7.ラ巾 偏 )p-'之Ot A#jV ,dr

土 被 り 厚 1.5m 1.5m 2.0m 2.1m

t/m2土 被 り 重 量 2.85 2.85 3,80 3.99

t/m2上 載 活 荷 重 2.36 1.0 1.0

t/ITfデ ッ キ 荷 重 150/4×4-9.4 110/4×4-6.9

t/m2植 栽 荷 重 2.50
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h)土 圧

1.Oth2 ▽ 28_0

乙か､ rn て725.65

避 泣 慕01ポー て7 21.70

土被りは､最大土被り2.0mとする｡

K｡-0.5､7-1.9t/mL

γ'-1.Ot/mJ､

地下水位は+23.0m

q1-0.5(1.0+1.9×2.35)-2･73t/m2

q2-ql+0.5(1･9×2･65←1･0×1･3)+1･3-7･20t/Ef

q,-q,+0,5(1.OX4.3)+4･3-13･65t/m2

i)地震時水平力

水平震度分布

Hl=0.1Wl.

H2=0.085W2

-80-

上床版面の水平力H1

wl- (2.4×0.5+2.0×0.10十0.35)×141.4m

x86.0-21,280t- 22,000t

x方向ラーメン Htx-0.1×22,000×0.3●×1/12スパン

-55t

(*0.7は耐震型)

Y方向ラーメン Hl,-0.1×22,000×0.3̀×1/24スパン

-27t

Bl階面の水平力H2

W2- (2.4×0.3+2.0×0.15+0.26)×141.4mX86･Om

-15.565 ,16,000t

x方向ラーメン H2X-0.075×16,000×0.3×1/12スパン

-30t

Y方向ラーメン H2,-0.075×16,000×0.3×1/24スパン

-15t





l床 版 面≠ 下 1 億 面貞 下 2 階 面 部 材 厚 Ⅹ方向 B-8.5m Y方向 B-6.3m

Am2 lml Amp 1m.

500 4.25 0.0885 3.15 0.0656

700 5.95 0.243 4.41 0.180

800 6.8 0.363 5.04 0.269

300 2.55 0.0191 1.89 0.0142

700 5.95 0.243 4.41 0.180

900 7.65 0.516 5.67 0.382

1,000 8.5 0.708 6.3 0.525

雌 方向地盤反力係数 Kv-3,800×8.5 K,-4,760×6.3

鉛直方向地盤反力係数 (参 :道路橋示方書 ･同解説､下部構造編)

N-50,α-1.0

1 1
Kv0--aE0- -×1×28×50-46.7
30 30

由,-850ctu(630cm)
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曲げモーメント･せん断力図

軸力図
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.㌦ I.;::=l..∴ 一､--∴ ∴ 言 ∴ J∵ ∴ ‡-h ∴ ∴

の配分後の値を示す｡

LI都 Bl壁 B2壁 B1拝 R2梓

～ (t,m) 69.10 57.80 194.00 78.40

N (t) 41.00 45.50 501,4() 444.日)

S (t) 27.80 35.70 67.9(I 35.70

ら (cm) 100.00 100.00 120.CIO 120.00

H (cm) 80.00 loo.00 140.00 L40.00

d (cm) 75.00 95.00 135.0() l35.0()

d■(cm) 5.00 5.0ー) 5.00 5.00

As (em2) 7 -D29 7 -D25 10 -D29 10 -l)2544.97 35.47 64.24 50.67

As'(cm2) 7 -D25 7 -D25 1ー)-D29 =) -l)2535.47 35.47 64.24 5().67

U (cm) 63.00 56.00 90.00 8().00

k 0.360 0.339 0.838 0.moo

oc(kg/cm2) 69.8 44.4 66.6 4().4

oca(kg/cm2) 70.0 7().0 70.0 70.0

os(kg′cm2) 1859 1298 193 -589

Usa(kg′cm2) 2200 220r) 2200 2200

て(kg′cm2) 4.1 4.0 1.8 3.∩

Ta(kg/cm2) 7.0 7.0 7.0 7.0

で0(kg/cm2) 6.4 7.1 2.4 4.5

Lュ部 鼻RF吏ナ 嘉RF畳表r 島2F実ナ 晶2F妄言1

M (tm) 54.lO 69.)0 `57.8(ー 27.)0

N (t) 41.00 27.9() iA 39.70 39.70

S (t) - 41.()0 45.60 6.5()

B (cm) 100.00 loo.00 一oo.00 日日一.ー)∩

H (cm) 80.00 93.30 〕OO.00 1()ー).()∩

d (cm) 75.00 88.∩() 95.00 95.0()

d■(cm) 5.00 5.nr) 5.0() .5.00

As (cm2) 7 -D25 7 -ー)25 7 -D25 7 -I)2235.47 35.47 35.47 27.日ー

Ast(cm2) 7 -D22 7 -l)22 7 -D22 7 -lー2527.10 27.ー0 27.I() 35.47

U (cm) - 56.00 56.∩() 49.nO

k 0.351 0.3()5 0.334 0.399

oc(kg′cm2) 62 ユ 604 46 () 227

oca(kg′cm2) 70.0 7().0 70.0 70.0

os(kg/cm2) 1725 2061 1378 こl4

crsa(kg/cm2) 2200 22(川 22r)0 22(=ー

て(kg′cm2) - 5 1 5 】 0 7

Ta(kg/cm2) 7.0 7.0 7.0 7.日

TO(kg′cm2) - 9.0 9 2 】4
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AU郡 阜貼実施 甚貼亮簸 点貼雲脂 晶鮎責紘

H (tm) 17.10 】4ー00 39.40 )3.10

N (t) 21.10 2).IO 21.10 iI2L lO
S (t) - - 23.90 23.90

B (cm) 100.00 loo.00 100.00 Inn.00

H (cm) 50.00 50.00 80.00 50.00

d (cn) 45.00 45.0ー) 75.00 45.00

dー(cm) 5.00 5.00 5.00 5.00

As (cn2) 7 -D19 7 -I)16 7 -D22 10 一一〕1620.06 13.9() 27.10 19.86

Asー(cm2) 7 -D16 7 -r)j6 7 -D19 lO 1日613.90 13.9(ー 20.06 19.86

U (cm) - - 49.00 5().nO

k 0.349 0.316 0.301 0.361
oc(kg′cm2) 57.8 53ー6 50.6 42.8

oca(kg/cm2) 70.0 7().0 70.0 7ー).∩

os(kg′cm2) 1619 1741 1764 ll36

osa(kg′cm2) 2000 2000 2200 2∩ー川

て(kg/cm2) - - 3.5 5.8

Ta(kg′cm2) 7.0 7.0 7.0 7.∩

て0(kg′cm2) - - 7.i lI.6

Åo部 Bュ柱一 ~82桂

M (tm) 50.20 22.20

N (t) 369.80 465.50

S (t) 20.20 8.20

8 (cm) 100.00 loo.00

H (cm) 100.00 loo.nO

d (cm) 95.00 95.00

d■(cm) 5.00 5.00

As (cm2) 8 -D25 8 -D2240.54 30.97

As-(cm2) 8 -D25 8 -T)2240.54 30.97

U (cm) 64.00 56.00

oc(kg′cm2) 56.2 53.5

oca(kg′cm2) 70.0 7ー).0

os(kg′cm2) -808 -786

osa(kg′cTn2) 2200 2200

て(kg′cm2) 2.9 1.2

てa(kg′cm2) 7.0 7.0

て0(kg′cm2) 4.5 2.ー

.1

.-

と

5

.
1
一r
JILI

ー
rr

.1
一

-..
目しー
dmr■

上

し
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AO郡 是逓委滝 暴走左弘 晶描実施 点描貼

M (I.m) 5.20 4.30 ー4.一口 4.7()

N (t) ll.20 ll.20 ll.2() lt.2n

S (t) - - 7.10 7.日)

B (cm) 100,00 100.00 loo.∩() LOO.00

H (cm) 30.00 30.00 60.00 3ー).0ー)

d (em) 25.00 25.00 55.00 25.nn

d■(em) 5.00 5.0ー) 5.0() 5.I)0

As (cm2) 5 -D16 5 -D16 7 -D16 7 -lH69.93 9.93 13.9ー) l3.9n

As'(cm2) 5 -D16 5 -l)16 7 -D16 7 -lー169.93 9.93 】3.9() lュi.9()

U (cm) - - 35.0(I 35.nn

k 0.336 0.351 0.265 0.382

oc(kg′cm2) 60.0 49.5 38.9 47.0

oca(kg/cm2) 70.0 7().0 70.0 7r).0

os(kg/cm2) 1775 1374 162() lI4l

osa(kg′cm2) 2000 2000 2000 200ー)

て(kg′cm2) - - 1.4 3.2

Ta(kg′cm2) 7.0 7.0 7.0 7.0

て0(kg′cm2) - - 4.0 9.1

AO部 員貼鵜 卓越貼 晶鑓鵜 点貼亮追

H (tn) 17.40 14.30 43.8r) 14 6r)

N (t) 33.20 33.20 33.20 3:120

S (t) - - 27.8∩ 27 8()

8 (cm) 100.00 100.00 一oo.0∩ ]0(). 0 0

H (cm) 70.00 70.()0 =)0.00 70_OO

d (cm) 65.00 65.0ー) 95.00 65 0ー)

d■(cm) 5.00 5.On 5.nn 5 0()

As (cn2) 7 -D16 7 -fH6 7 -DⅠ9 7 -J))613.90 13.90 20.06 l3 90

As'(CR2) 7 -D16 7 -l)16 7 -Dl6 7 -l)1613.90 13.90 J3.90 ー3 9()

U (cm) - - 42.00 :u5 00

k 0.349 0.394 0.28ー 0 388

oc(kg′cm2)oca(kg/cm2) 36.5 29.5 45.I 3n l70.0 70.0 70 0 7U n

_ 巴S(kg′cm2) 1020 68() 17292200 7ー22nr)0Usa(kg/cm2) 2000 20r)0

_} (kg′cn2) 3.I7 ∩ 4 1Ta(kg′cm2) 7.0 7.∩ 7 ー)

て0(kg/cm2)TOa(kg/cJn2) 21.0 - 7.4 118
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Dl邪 B目玉 82桂 B l一撃 B2壁

～ (tm) 95.90 28.3(ー 26.日) :川.8r)

～ (t) 513.50 606.50 29.30 34.50

S (t) 35.70 9.70 3.70 31.30

8 (cpl) 100.00 100.00 100.00 ton.0ー)

H (cn) 120.00 120.00 70.00 8(一一0()

d (crn) 115.00 115.00 65.Or) 75.00

d'(cm) 5.00 5.00 5.00 5.00

45.60 34.84 20.06 2(ー~.∩6

A5-(en2) 9 -D25 9 -l)22 7 -D19 7 -r)L945.60 34.84 20.06 2().n6

∪ (cn) 72.00 63.0ー) 42.0() 42.0()

oc(kg′cm2) 69.5 56.2 47,2 44.6

oca(kg′cm2) 70.0 70.0 70.0 7ー).∩

OS(kg′cm2) -1003 -830 1516 )443

osa(kg′clm2) 2200 2200 220ー) 2200

で(kg′cm2) 4 2 1 2 0 6 4.4

Ta(kg′cm2) 7.0 7.0 7.0 7.∩

To(kg/cm2) 5 8 l8 1 4 ln 5

Dl部 卓RF裏7 晶RF鮮 園 長払 皐貼弘 義盛良妻施 為義摘転
M (tn) 34.00 43.20 29.50 24.10 59.90 20.00

N (t) 20.50 20.50 32.40 ▲32.40 32.4ー) 32.4()

S (t) - 33一日) - - 36.8ー) 36.80

B (cm) 100.00 】0ー).0ー) 100.00 loo.00 100.0ー) loo.00

H (cm) 80.00 90.00 90.00 9().0() 120.00 f川 . 00

d (cm) 75.00 85.On 85.00 85.00 115.00 85.(川

dー(cm) 5.00 5.00 5.00 5.00 5.0() 5 .nO

As (cm2) 7 -D22 7 -l)22 7 -DL6 7 -D16 7 -T)lg 7 -I)1627.10 27.日) 13.90 )3.90 20,06 13.90

As■(cm2) 7 -D22 7 -l)Ⅰ9 7 -D16 7 -I)16 7 -Dl6 7 -lH627.10 20.06 13.90 13.9() l3.9∩ 13.90

U (cm) - 49.()0 - - 42.0() 35.()∩

k 0.299 0.287 0,276 0.303 0.250 0.338

oc(kg′cm2) 42.1 45.5 40.9 33.I 45.5 27.ー)

oca(kg/cm2) 70.0 70.0 70.0 7ー).0 70.0 7∩.∩

os(kg′cm2) 1476 L695 1609 lt40 2044 793

osa(kg′cTn2) 2200 22ー)0 2000 2r川0 220n 2n(=ー

て(kg′cID2) - 4.2 - - 3.4 4.2

Ta(kg/cn2) 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.∩

て0(kg′cm2) - 8.6 - - 8.0 l2.l



▽十26_0

壬

___■一一一一一一･一一■- I l ▽ + 22_0
:. ,.-: ､ :.､

I lーr)

/ - l て7十18ー5-二1､●--.iL..:--
I I

1.6t/m3×1.0m(最小厚ヶ所) -1･60t/m2

2.4(0.5+0.3+0.9) -4･08t/m2

2.0(0.1+0.15x2) -0･80t/mz

2.4Xl.OXl.OX(2.9+2･8)/(8･5XT) -0･23t/m2

2.4×3.4×2.8(0.5+0.3+0･35)/(8･5×7)-0･44t/m2

2.4×8.95×0.5×(142.4+87.0)×2

/(142.4X87.0)-0.dot/m2

W =7.55t/m2

W 7,56
安全率=-1｢-- - 1･27>1･2 0K〝5.95
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J.O脚 画

I-l綬脚 備

1.衛生器具設備

本駐車場の機器個数は､建築計画に基づき決定すると共に､下記の事項を基準に衛生器具の設置を行なうo

① 衛生器具は節水形を標準とする○

② 大便器は時代の趨勢として洋風大便器を採用するO

③ 小便器は個別センサー形自動洗浄方式とする｡

④ 洗面器は個別センサー形自動水栓方式とし､温風乾燥機を設置する｡

⑤ 身障者用便所は各便所に1箇所ずっ設置するC

⑥ 事務室にはユニットバス又はシャワーユニットを設置する｡

⑦ 事務室の便所は洋風大便器を設置する｡

蓑8-1に主要衛生器具の一覧表を示す｡

蓑8-1 標準主要器具蓑 (記号 はJISND.)

記 号 品 名 規 格 . 仕 様 電 気 容 量 設 置 場 所 備 考

VC-910 腰掛式サイホン便器 フラッシュ弁は節水形 駐車場便所

VC-1110 身障着用サイホン便器 フラッシュ弁は節水形 駐車場便所

U-307C ストール小便器 感知フラッシュ弁 駐車場便所

L-331RA はめ込角形洗面器 自動水栓 駐車場便所

T-103A 身障着用洗面器 駐車場便所

VS-210 掃除用流し 駐車場便所

VC-910 腰掛式サイホン便器 フラッシュ弁は節水形 事 務 室

L-331RA はめ込角形洗面器 自動水栓 事 務 室

TM145CGR サーモ付シャワーセット 事 務 室

※ JISNo.のないものは便宜上TOTOの型番を参考とする｡
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q給水設肺

'紳 本管より引込管を分岐させ敷地内へ引込み､量水器 (40A:水道局

が齢作きれば地下でも可)を設置して､地下2階床上式FRP製受水槽

iこ跡 し､加圧給水ポンプにて給水する｡

又､消火水槽はボールタップにて給水するo

j排水設備

生活排水は汚水 ･雑排水合流とし､汚水槽に放流する｡又､汚水は汚水

舶 り､駐車場排水は雑排水槽より､湧水は､湧水槽より各水中ポンプで

ポンプアップして屋外に放流するo屋外排水は合流とし､既設､排水本管

に100Aにて放流する｡

雨水排水は別途単独に放流する｡

4I消火設備

イ)消火設備方式の選定

消防法に於いて駐車場の駐車部分には下記のいずれかの消火設備の設

置義務がある｡

① 水噴霧消火設備

② 泡消火設備

③ 二酸化炭素消火設備

④ ハロゲン化物消火設備

⑤ 粉末消火設備

方式決定にあたっては､消火システムの有効性､人体に対する安全性､

建物との整合性､経済性等を考慮し決定することが必要と考えられるo

表8-2にこれら消火設備方式の比較表を示すC
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蓑8-2 消火設備方式比較表

消 火方式 ①水噴霧 (勤 泡 ③二歳雌譲 ④n帆化物 ⑤粉 末

有 効 性 × ○ ○ ○ △

安 全 性 ○ △ × × △

整 合 性 ○ ○ ×I × ○

(注)整合性 :③,④については防護区画の設定と消火設備を連動
シャッター等の取付けなとで整合させる必要性が高く､
余計な設備を必要とするため､×とした｡

以上より､本駐車場の駐車部分の消火設備は､泡消火設備方式を採用

する｡

ロ)消火設備設置一覧

本駐車場は､駐車部分 (車重､車路)以外に､機械室や管理室等があ

るため､前記の泡消火設備の他に､種々の消火設備を設置しなければな

らない｡

また本駐車場は､将来､隣接の商業ビルの駐車場と接続する予定であ

るため､単一の駐車場 (消防法施行令別表第-の13項イ)だけでなく､

複合用途防火対象物 (令別表第一の16項イ)としての要件も満たさなけ

ればならないおそれがある｡

従って､これら用途及び法令の両面より消火設備の設置に関する比較

検討を行うと､表8-3のようになる｡

また､同義に､本駐車場採用設備を示すO

表8-4に､後述の電気設備と合わせて､関連設備法規及び消防用設

備を示す｡



蓑8-3 防 災 設 備 機 器 一 覧 表
◎:義務設置 ○:任意設置

初那消火 消 防 用 設 備 用 途 に よ る 比 較 本 駐 車 場 採 用 設 備(u6)項イによるものとする)

n3)項イ Q6)項イ

B1 82 B1 B1 B2 B2 81 81 B2 B2

駐 車 場 左記以外 駐 車 場 左記外外 駐 車 場 左 記以外 匪 車 場 左記以外

消 火 器 ●●●● ● e ◎ ● ○ e

補助散水設備 ● ● ㊨ 珍 ○ ●● ●
スプリンクラー設備 ● ○ ● ●
泡消火設備 ●● ● ● e ○

連結散水設備 ●●

本* .消火 連結送水管 ●●●●○ ● ○ ○ ● ●

消防用水､採水口付 ● e ●
非常コンセント設備 ● ○ ◎ e

無線通信補助設備 (⊃ ○ ○ ○

→ 貰 A→



t8-4 関連 設 備 法 規 及 び 消 防 用 設 備 ○:法上設置するもの ◎ :防畑 象物第16項イとなった雛

根 拠 法 令区 分 消防法 同 同 同 同左 同左 同左 同左 消防法 同 同 同 同 同 同左 同左 同左 消防紘 同 同 同 同 同 同 同 建築塞 同左i 建辛塞 同 同 建築塞 同左

施行令10左ll左12左13 施行▲1つ19 左20左21左22左23左24 施行A1つ25左26左28左28左29 左29左29左27準法施行 準法33 左施行 左34 準法施行

秦 秦 秦 秦 秦 秦 秦(21秦のヽ_... 秦 餐 秦 秦 秦 秦 餐の 条 条の 条の 秦 ∠ゝ1つ126秦の41126秦の2 秦 A~▼つ20秦の2 秦の② A｢つ112秦 112秦⑯

車 庫 , 車 路 ○ ○ ○ ○ 電話○ ○ ○ スブ○ ○ ○ ○ ○居 室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

唱気重,発電機室 ○ ◎ ○ ○ ○

防火 対 象 物 消 火 設 備 警 報 設 備 避 難設 備 消火活動上必要な施設 非常照 班檀設備 避質設備 中央臣t 非常用エレベーター 防火区画 防坐P

消 屋内消 スプリ 水噴頂 泡 ノ＼ 粉末消 屋外消 動力消 自動火 渇電火 消防機 非常警報設備 排煙亨rL 逮結敬 逮 非 無 潤防用水T火器 消火 衰化 紘'美 常コン 顔過 萌3Jl_ 蒜塞
非 非 自 放 機 読

第13項イ廷 床 面 槙≒24,000nf 及 火 ン 潤 設 顔 イ# 坐 火 防 災 災 関 常 革 動 遷 械 導 己～(傭 水 1玉水 信 巨⊃乙備 (

び消 栓子′L 空 火SJl.備 莱潤 設備栓享′Lポ報知響報 へ過 響報 ベ.ル 式サ 設備 器目 iT 設備 管 セ 捕助 宿 防災

火器具77ノケヽツ水槽他＼_ 己又傭 フー設備 LR備 T火設備潤革 己又備/プ設備設備(ガス渇れ火災響戟含む) 器 報する火災報知設備 慕具 イレン 1【■く′ー盟難はLL.救助袋他 読導標識 /卜設備 設備 火水槽他) センタiヽノ

非常用電面 蓄 電 池 設 備 ○ ○ ○

自家発電設備 ◎ ◎ ◎ ○ ◎

専用受電設備
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′､)1B火ポンプ容量

1 滴消火ポンプ

150¢×1･2609/minX90mX45KW 3¢-200Vx1台

? スプリンクラーポンプ

100¢×900A/DinX70mX18･5KW 3¢1200Vx1台

③ 消防用水ポンプ

150¢×2,200B/ElinX35mx45KW 3¢-200Vxl台

.5)衛生設備

ィ)水槽容量の算定

① 所 水 槽

湧水予想量 312/H･rTf

12.260rrfx3jZ/H･nfxl/1,000≒36.8m3

∴12m'×3ヶ所

② 発電機水槽

460PSx30D/PS/HXIOHxO.7≒100m'

③ 消 火 水 槽

スプリンクラー 30個×1.6m'-48m)

泡 消 火 35B/qinx36個×10min-12.6m3

そ の 他 89.4m一

合 計 150m'(110m'+40ml)

④ 稚 排 水 槽

合計41m3(5m3+12ml+12m'+12m')

- 96-

⑤ 汚 水 槽

合計3m'(lmJ+2m3)

ロ)配管材料

表8-5に衛生設備配管の施工区分､仕様材料等について示す｡
rl
i

ハ)衛生設備計画図

図8-1-4に､泡消火､スプリンクラー､消防用水､および地下2

階各水槽平面図を示す｡

ニ)公共下水への接続

駅前広場敷地内又は､地下駐車場躯体内に汚水桝を設置し､そこから

公共下水へ接続するものとする｡



蓑8-5 配 管 材 料 表

蹄 名称 施 工 区 分 仕 様 材 料 規 格 施 工 方 法 備 考

担 水 管 水 道 直 結 部 分 水道用ダクタイル鋳鉄管 JWWAG113 T型メカニカル接合 水道事業者の規格に合格するもの

′′ タ ン ク以 降 給 水 水道用内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管 地中配管 SGp-VDWSPO34 80A以下はねじ接合100A以上はフランジ接合 ′′

′′ ′′ 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 SGp-VBJWWAK116 ′′ ′′

排 水 著 雑 排 水 管 硬質塩化ビニル管 JⅠSK6741VP 冷間工法接合

′′ 汚 水 管 硬質塩化ビニル管 ′′ ′′

′′ 通 気 管 硬質塩化ビニル管 ′′ ′′

′′ 屋 外 排 水 管 硬質塩化ビニル管 ′′ ′′

′ノ ポンプアップ排水管 タールエポキシコーティング鋼管 ねじ接合

消 火 管 泡 消 火 用 配 管 配管用炭素鋼管 JⅠS G3452白管 80A以下はねじ接合100A以上はフランジ接合 JⅠS10K
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岩己 号 も 称 監 事
一一〇 一｢a 泡 ヘ ッ ド 2.5kq/Crn235仝/Tnirl
一一● J 感 知 ベッ ド スプリンクラーヘッド 72℃脊 7 ラ ー ム 非 lOO∧ 【i包川)8 泡 混 合 rh 80∧
占 手 動 起 動 非 L5A
転一 一 万 m 放 -F 50∧ ______土主重度M)
冨 仕 切 弁
ZS 迎 止 Jr.
フ レ キ シ ブ ル ▲

トT1 ス ト レ ー ナ ー YAy_
Ea フ ー ト 弁
也 圧 力 ス イ ッ チ
a 圧 力 訂

∫ W= 成 汁
守 電 篠 休
回 沈 A 計

r 配 管 抱粥火管

D 配 管 j井水管

Ta 弘

ロ プ ル ボ ッ ク ス

ー＼ - .-1 ー 泡的火改印

ポンプlb水瓜 5VrLin り柑=I260yni

那 耶副尺染一~ー~ー●●放A.J圧力 35.0m25.0m

ンプ全揚堤 判別_Q.: 9.2m

亘≡⊇逝肝 5.0m

砲花台苦言的失 1.Orn
合計xl.i 63.0m

水没水足 i丁Pmli~前~3Tcrxtopli
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16)空襲調和設備

ィ)設計条件

･..建 設大臣官 房 官庁営繕局 監修 建築設備設計要領 平成2年版参照

対象室事務室 冷 房 暖 房 備 考

外気条件 夏期 32･3℃ 64% 冬期 (定時) 0･6℃ 37%

ロ)空調方式

① 地下に位置する建物の性格上､熱源については､操作性､安全性お

よび､保守管理上の容易さを考慮し､電気を採用し､空調方式は空袷

ヒートポンプパッケージエアコンを採用する｡

② 空調織の室外機は地上部分の美観､交換効率を考慮し地下駐車場那

分のデッドスペースに設置するO

③ 空調機の容量決定にあたっては対象とする室の周囲の駐車場部分の

換気量が大きい為､駐車場側の壁は外壁扱いとし､特に暖房能力には

注意する｡

④ 事務室が撫窓室である為､外気導入と排気には十分注意する｡

⑤ 事務室の周囲が車路部分である為､室内は外気によって暢圧にし､

周践空気の侵入を防ぐ様考慮するO又､事務室の換気量は5回/H換

気又は法定換気量以上とする｡

17】換気設備

イ)駐車場換気

駐車場の換気設備については､駐車場法施行令第12条に ｢内部の空気を

1時間につき10回以上直接外気と交換する能力を有する換気装置を設け
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なければならない｣とある｡

本駐車場換気量は大空間の為､大風量が予想される｡従って換気設備

は信頼性の高い方式を選択する必要がある｡

① 換気方式

本駐車場は従来方式による換気ではスペース､コスト等対応が困難
l

である為､換気方式は省スペース､低コストのデリベントシステムの

採用を計画する｡

ダ ク ト式 換 気 方 式 デ リベ ン ト換気方式

シ o一般的な全ダクト方式で給気口､o駐車場の片側より給気し､反対排気口を分散設置し､駐車場内 側から排気するoその間をデリ
ス 気流を出来るだけピストン流に ベントノズルにて水平方向分散
7~ て全 的に一一とする○ を行うo
ム o給気口と排 口 と の間には､空 oジェットエアにより構成された
概 気流ができるが､ この流線 は比 空気流のため局所的なよどみが
要 較的安定 しており流線から外れ 生じにくいo

た部分はよどみが生じやすいooイニシャルコストが高いo ○イニシャルコストが安いo

イシャルコスト 葦 T620 葦 ト 60

※イニシャル､ランニングコストの数字は指数｡

BIF 第-種換気 (機械給気.機械排気)

B2F 第-種換気 (機械給気,機械排気)

※給気口の高さ3m以上 (東京都建築安全条例による)



② 制御方式

送風樺の制御は省エネを考慮し､制御方法としてはCOが理想であ

るが､高額であるのと､CO2制御でも室内環境は維持できるため

co2制御及びインバーター制御を行うO (CO2センサ-250.000

円/ヶ,COセンサー 2･500･000円/ヶ)

ロ)便所換気

便所の臭気処理用として一般の事務所ビルで採用されている単独系疏

の換気10回/Hを標準として計画する｡

ハ)奄気重換気

電気室の熱処理用として単独系統の換気を計画する｡

1.換気風畠の設定

Q-
Pn (1-77)･860･1.3 Pn-変圧器容畠〔KVA〕
0.29× ( tl-t2) 77 -変圧器効率 (0.985)

tl-許容温度 〔℃〕(40℃)
t2-外気温度 〔℃〕(32.3℃)

ニ)発電機室換気

非常用発電機の為､換気系統は電気室換気と分離し発電棲起動時の杏

運転する様計画する.

1.換気風量の設定

Q-
Hg

0.29× (tl-t2)
+Ⅴ
Hg-発熱量 lKcal/h〕
Ⅴ -燃焼空気量 〔m3/h〕
tl-許容温度 〔oC〕(40℃)
t2-外気温度 〔oC〕(32.3℃)
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ホ)ELV機械室換気

ELV桟城主の熱処理用として単独系統の換気を計画するQ

l.換気風量の設定

Q-
He

0.29x(tl- t2)
+Ⅴ
He-発熱量 〔Kcal/h〕
tl-許容温度 〔℃〕(40℃)
t2-外気温度 〔oC〕(32.3℃)
▲

へ)事務室換気

空調設備の項参照

卜)換気計画平面図

図8-5-7に､各階の換気計画平面図を示す｡
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チ)ヂリベントシステム概要

① 目 的

高速ジェットノズルによる周囲空気の誘引･搬送を利用して､給気

箇所から排気口まで誘引摸拝を繰り返しながら気流を形成させるo

又､壁際の駐車スペースには排ガス払い出し用ノズルを設置して､

滞留する排ガスを車路へ払い出し､主流に乗せて排気口へ搬送するこ

とを目的とする｡

② デリベントノズルの選定

ノズルの仕様は､到達距離8mでの残風速を約0.5〔m/S〕とし

て選定し車路における搬送用ノズル取付ピッチは10m以下とする｡

デリベント吹出プロフィール

ノズル径 : Do〔m〕 0.03

吹出風速 : Vo〔m/S〕 35

到達距離 : Ⅹ 〔m〕 8

残 風 速 : VX〔m/S〕 ≒0.5

吹出風量 : q 〔m3/h〕 90

誘引風量 : Q 〔rrf/h〕 5938

※排ガス払い出し用ノズルも同じ仕様とする.

③ デリベントダクト計画図

図8-8(1)､(2)に各階のデリベントダクト計画図を示す｡

④ デリベントシステムによる空気流れ図

図8-9(1)､(2)に､各階のデリベントシステムによる空気流れ図を

示す｡ (平面図は検討途中のもの)
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⑤ ディリベント換気システムの概要 (参考資料)

駐車場の換気設備については､法令により駐車場の床面積の1/10

以上の有効換気面積を有しないものについては､ ｢内部の空気を1時

間につき10回以上直接外気と交換する能力を有する換気装置を設けな

ければならない｣とある｡また､地下駐車場には大きな梁や柱があり､

さらに排煙用ダクト､スプリンクラー､給排水設備管は､従来の換気

ダクトに対する施工上の制約となる｡ディリベントシステムはダクト

口径が小さい等の特徴により､複雑な空間はどその威力を発揮する0

特 徴

(1)大きな給排気ダクトが不要となり､設備費を低減することができる｡

(2)大きなダクトを使用しないため､階高を低く抑えることができ､地

下の掘削量が減少し､建築費を大幅に下げられる｡

(3)給気された外気を排気口までジェットエアにより誘引搬送するため､

局所的な澱みが生じにくく自動車の排気ガスの濃度は平均化されなが

ら排気口に導かれる｡

(4) 給気された外気はディリベントで誘引携拝されるので､駐車場内

の自動車 排気による一酸化炭素 (CO)は濃度が平均化されながら

排気口に達する｡

従ってディリベント方式では従来の換気方式とは異なり､排気口付

近のCO濃度を計測すれば駐車場内のCO濃度の上限を知ることがで

き､簡単な計測設備でCO濃度に応じた給排気量に制御可能で､動力

費の節約が図れる｡

(5) 地下駐車場の大きさおよび形状によっては駐車場の最奥部に強制排

気口を設け (第三種換気)自動車の出入口スロープを給気口と見なし

て自然に外気を導入､ディリベントによって誘引し排気口まで澱みな

く導くことができる｡これにより､給気動力の低減､設備費 ･ラン

ニングコストの制約が可能となる｡

従 来 方 式

○給気 ~~~一一~~.｢------i----ー-7-------1I◆J

ディリベントシステム
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(8)排煙設備

ィ)駐車場の排煙設備

駐車場の排煙設備については､消防法施行令28条において F13項に掲

げる防火対象物の地階又は無窓階で床面積が 1,000mf以上のものは排煙

設備を設置する』と規定されているo

尚､消防法令上の技術基準は細かく示されていないが､通達により

r消防法令に基づく排煙設備の設置対象物について､建築基準法令の排

煙設備が設置された場合には､その排煙設備は､消防法令に基づく排煙

設備でもあるものとして運用する｣とある為､本駐車場においても建築

基準法令に基づく排煙設備を計画することとする｡

ロ)排煙機能力 (想定)

60,000CMHX40mmAq,3中一200V-22KwX4台

ハ)排煙設備計画図

図8-10-13に､排煙設備計画図を示すo(平面図は検討途中の

もの)

(9)諸官庁協議先および協議内容

今後の実施設計段階では衰8-5に示す官庁及び電気 ･電話事業者との

協議が必要となる｡

表8-5

官 庁 名 メ内 ▲.▲ 容

市 水 道 局 引込みサイズ,位置

市 下 水 道 局 下水放流位置,サイズ,雨水量計算,水槽容量指導

市建築指導課 排煙排気位置 ●

市 消 防 消火設備内容,消火設備設置位置,消防用水

東 京 電 力 契約電力､引込み位置

N T T 契約回線数､引込み位置

*排気と排煙のシャフトを兼用する場合に必要
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I-2 肺 設備

II受変電設備 (図8114-16)

受電電圧は､普通高圧 6,600Vとし業務用電力で受電するo東京電

力より､地上部の配電塔より地下電気室まで地中埋設ケーブルにて引

込みをする｡

髭奄盤形式はキュービクル式受電設備とし､保守管理が容易でかつ

遠隔監視可能な設備とする0

12)幹線設備 (図8-17､18)

各動力盤､電灯分電盤への給電は下記方式とする｡

動力幹線 ･･ 3¢3W 210V 50Hz

唱灯幹線 ･･････ 1¢3W 210V/105V 50Hz

屯気重低圧配電盤より各動力盤 ･電灯分電盤に電源を供給するに

当って､保守管理及び安全上定格電流が大容丑とならない様考慮し､

喝灯幹線は過電流 ･短絡に対し､又動力幹線は過電流短絡に対し安全

かつ確実に電路保護出来る様に設定する｡幹線はケーブル (ケーブル

ラック配線)及び配管配線方式とする｡

T3)動力設備

空調 ･衛生及び防災設備への給電を行なうものとする｡動力制御盤

は過負荷 ･欠相等に対して電動機類を安全確実に保護するものとする｡

又､各種警報については遠方監視可能な設備とする｡尚､力率改普

方式は低圧側にコンデンサを設ける方式とし､各々の制御盤内に設置

する｡
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(4)電灯､コンセント設備 (図8-19､20)

電灯分電盤以降の配管配線及び､照明器具､配線器具の取付工事を

行う｡

供給電圧は､単相3線式 200/100Vとする｡

蛍光灯40W以上は､200Vとし､その他は100Vとする｡勝明器具は
▲

使用目的にマッチした意匠と挽能を有し､利用時間や場所に合わせた

省エネルギー方式を導入する｡

省エネルギー方式

･インバーター点灯の採用

･2線式フルリモコン点灯方式の採用

基準照度及び照明器具

各室の平均照度及び照明器具は表8-6による｡

イ)駐車場部分.･･･照明の点滅制御システムを導入し､ブロック単位

で点滅が行なえる様にし､且つタイマーを使用す

ることによってタイムスケジュール制御可能な設

備とする｡

ロ)事務室部分･-･監視 ･防災センターも兼ねており､ITV等の監

視モニターも設置されることから照明器具はOA

ルーバ (クラスⅡ級程度)付のものとし写り込み

等の防止対策をはかる｡

ハ)コンセントについては､使用上効率の良い位置に取付ける.

図8-21に､本照明設備を行った際の､各階1ブロックの照度分布

図を示す｡

これより､平均照度は､ 110Lx以上となり､駐車場法施行令第13

条に規定する数値 (車路10Lx以上,車重2Lx)以上であることが

うかがえる｡
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嘉8-6 基 準 照 度 及 び 照 明 器 具

室 名 照 度 基 準 設 計 照 度 器 具 形 式 光 源 備 考
JIS(Z9110) 建 設 省 設 計 要 領 ●

駐 車 場 75一一150 80-150 100 反射笠形P吊又はレースウェイ- 蛍光灯 I㌔
スロ-プ 75-150 80一一150 200 反射笠形P吊 蛍光灯 外光に近づける○‥

事 務 室 300-750 400-650 500 埋込下面ルーバー (OAルーバー) 蛍光灯

梯 械 室 150一一300 100-250 200 トラフ形ガー ド付 蛍光灯

電 気 室 150-300 100-250 200 反射笠直付 蛍光灯

便 所 100-200 100-250 200 埋込下面開放 蛍光灯 ブース内ダウンライ ト取付

*建設大臣官房官庁営繕部監修 建築設備設計要領 平成2年版
**人間の目は､急激な照度変化に対応するのに時間を要するので､出入口附近の照度は昼間は明るく､夜間は逆に暗くし､目の順応を助ける｡
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(5)非常照明設備 (図8122(1)I(2))

非常照明は電源別置型とし､蓄電池と自家発電回路の併用により非

常時に給電するものとする｡蓄電池はメンテナンスフリーの全密閉型

鉛蓄電池 (MSE型)を採用する｡

(6)屯話配管設備

駐車場内に公衆用を2-3回線､また事務室に一般回線及び専用回

線､以上合計10回線程度を引込む為の配管設備を行なうO

脚 放送設備 (図8-23)

増幅器本体及びスピーカーは非常放送用を兼用し､付属装置として

AM･FMチューナIBGMプレーヤーを取付ける｡又､放送､ラジ

オ再放送システムを導入し､利用者の車内ラジオでも放送を受信でき

るシステムとする｡

非常放送設備-･･増幅器 (一般放送兼用)を事務室に設置し､消防

(一般放送兼用) 法技術基準に適合するようスピーカーを配置して

非常放送を可能にする｡

さらに非常時には自動告知放送が行なえるよう普

声合成装置を付加する｡

(8) ITV設備 (図8-24､25)

事務室に14型モニターテレビを設け､駐車場各部に設置したテレど

カメラで駐車場内の監視を行なう｡モニターテレビはカメラ4台に対

して1台とし､4画面分割ユニットを使用して常時監視でき､必要に

応じて任意のカメラを選択して長時間録画､ビデオにて録画が行なえ

るようにする｡
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ナンバーキャッチカメラは､将来取付可能な設備とする｡

将来ナンバー読取技術が確立した時点では､入庫 ･出庫の精昇時間

を短縮させる装置として将来設置が可能｡

(9)火災報知設備 ･自動閉鎖設備

事務室に総合防災盤を設置し､消防法技鹿 準に基づき各所に配置

した火災感知器からの信号を受信し､警報を発すると共に､他の設備

機器 (空調停止等)との連動も行なう｡さらに建築基準法防災 ･防火

の為に設置される防火ダンパー,シャッター排煙口等の制御監視も行

なう｡

又､消防署の指導により非常電話設備を附加し､火災時の早期発見､

連絡用に使用する｡ブラザビル及び共同化義務街区と防災管理上の一

体化を図るため､相互の連絡及び監視が可能な設備とする｡

nO) 自家発電設備 (図8-26)

消防法及び建築基準法に規定する防災負荷への非常電源又､停電時

の保安電源として高圧発電機を設置する｡形式は屋内キュービクル型,

3¢3W 6,600V50Hz 350KVAディーゼル機関とし､冷却方式

は水循環方式とし､40秒始動､10時間運転とする｡

消防法及び建築基準法による非常電源の種類を表8-7-1により

決定し､発電機の停電時の供給負荷表は衰8-7-2の通りとする｡
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非常電源専用受 電 設 備 自家発電設備 蓄 電 池 設 備 非常電源専用受 電 設 備 自家発電設備 蓄 電 池 設 備

スプリンクラー設備 30分 ○ ◎ ○ / ◎ ○ ▲規則上はGL-4500迄の消防用水のみ有効とされているが､GL-4500以下

泡 消 火 設 備 30分 ○ ◎ ○ / ◎ i○

消防用水採水口設備 30分 ※ ○ ※ ◎ ※ ○ / ※ ◎ ※ ○

非常コンセ ン ト設備 30分 ○ ◎ (⊃ / ◎ ○ に設置されているためポンプが必要となる○

日動 火 災 報知 設 備 10分 / / ◎個別 / / ◎個別
非常警報設備 (放送) loヵ / / ◎個別 / / ◎個別

誘 導 灯 設 備排 煙 設 備 20分30分 /○ /◎ ◎個別 // /◎ ◎個別

非 常 照 明 設 備 30分 / 20分 ◎併用 10分 ◎併用 / 20分 ◎併用 loヵ ◎併用
○ 法設置義務
◎ 法設置義務以外の本計画採用方式



llllと J∴ 蓑8-7-2 発 電 機 の 停 電 時 の 供 給 負 荷 蓑

負 荷 設 備 名 称 火 災 停 電 時 非 火 災 時 停 電 時 メ ンテナ ンス停電時 備 考

スプリンクラー設備泡 消 火 設 備消防用水 .採水ロ設備非常コンセント設備排 煙 設 備非 常 照 明 設 備 ◎◎◎◎◎◎○ ◎ ◎ ′ii+車路の1/3点灯､管理事務室等

排 水 ポ ン プ 設 備 ○ ○

保 安 照 明 設 備 ○ ○

中央監視室機器設備 ○ ○

◎ 法的義務
○ 法的義務以外で設置するもの
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帥 エ レベーター設備 (衰8-8)

身障者用11人乗 (福祉基準)速度45m/min油圧式全自動型,停電

.地震 ･火災等非常時の自動着床装置付とする｡

停止階は地下2階､地下 1階､地上隠 デッキ階とし､出入口開口

は900mmX2100mmとする｡

伯 中央監視制御設備

表示方式はCRT表示式とし､監視制御機能としては空調､給排水

設備及び受変電設備等の遠隔発仔､状態監視､計測を行なうものとす

る｡監視制御盤形式は自立形とし､事務室 (防災センター)に設置す

るo

また､接近隣ビルとの接続を行った場合は､各近隣ビルの制御設備

と連携した一体管理ものとする｡

蓑8-8 エレベーター仕様要領

用 途 .台 数 乗用 (車椅子) 1台

積 載 量 750kg (11名)

定 格 速 度 45m/min

制 御 方 式 油圧バックプランジャー方式

運 転 方 式 方向性乗合全自動方式

停 止 箇 所 デッキ階,地上階,地下 1階,地下2階

行 程 35.0-18.45-16.55m

カ ゴ 内 寸 法 間口 1,400mmX奥行 1,350mm

出 入 口 寸 法 間口 900mmX奥行 2,100mm

戸 開 閉 方 式 電動2枚戸 中央開き

電 動 機 15KW

電 源 3相 210V-50Hz 単相 100V-50Hz

備考 設 備容塵 25KVA
動力.設置 22mm(38m迄) 5.5mm

特 記 事 項

1.停電時最寄階自動到着床装置

2.地震時管制運転

3.火災時管制運転

4.かご重標準タイプ

巾木,出入口柱,ステンレスヘアライン仕上

マグネット式保護マット付

床マット付

出入口三方枠

全階 広幅ステンレスヘアライン仕上

5.出入口巾 900mm

6.本計画仕様は ｢福祉のまちづくり｣(横浜市)｣の基準を満たすもの

である｡
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49軽輩場管制設備
駐車場の管制設備としては､主として､駐車料金の撤収業務と自動車の

駐車場への入庫 ･出庫の管制業務があり､駐車場管理業務を能率的かつ経

済的に行っていくために､この両者の機械化 (省力化)及び連携化 (シス

テム化)が不可欠である｡

ここでは､これら料金徴収システムと､入出庫の管制システムについて

説明し､これらシステムの組み合わせを行い､比較検討を行う｡

イ)料金徴収システム

本システムは､ (人口無人) (出口有人､無人併用)方式により､駐

車場を利用する顧客に対し､入口で駐車券発行機より磁気式駐車券 (入

庫月日時分､連番を磁気記録)を自動発行し､出口では料金計算機によ

り駐車料金を瞬時に計算記録し､領収書を任意に発行するもので､駐車

場管理業務の能率向上､省力化を計るものである｡

① 入口自動発券システム

駐車券発行については､車路に埋設したループコイルで車両を感知

させ､駐車券発行機から入庫時刻がプリント及びエンコードされた磁

気式駐車券を自動的に発行させる｡一般利用者は､駐車券を抜取ると

ゲートバーが開き入場する事ができる｡

定期券利用者は､所定の場所に定期券を挿入すると有効であれば発

行された駐車券は内部に引き込まれ､定期券を抜取ると上記と同様入

場できる｡

入庫車がゲートバーを完全に通過すると車路に埋設されたループ

コイルが車両を検知しゲートバーを閉める｡

尚､定期券が無効の場合､発行された駐車券は､発行機内部に引き

込まれないで､駐車券と無効定期券を抜いて入場するものとする｡

図8-27に､入庫動作図を示す｡
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② 出口料金計算システム

料金計算については､出口に設置された料金精算機で利用者自ら､

全自動精算機に駐車券を (有人計算機の場合は係員に駐車券を手渡す)

挿入すると､自動的に料金計算し､料金表示を行い､現金及びその他

のサービス券を投入するとゲートバーが開き出庫可能となる｡

尚､有人計算樺の場合は係員が存在する為ゲート装置はフリーにす

る｡

以上は､出口にて料金を自動精算するものであるが､最近は駐車場

内 (出入口階段付近)に設置した全自動事前精算機にて予め精算 (プ

リペイドカード)し､出口では､精算チェックを行うだけというシス

テムも導入されている｡

図8-28に､無人の場合と有人の場合の出庫動作図を示す｡

③ 料金徴収システムの比較検討

表8-9に､出口での料金徴収システムについて比較検討する｡表

より､出口付近の混雑解消及び､省力化の点で有利な､全自動事前精

算機システムが有効である｡

ロ)入出庫の管制システム

(∋ 在車検知システム

各駐車スペースに超音波在車検知器を取付け､全体の満空室状態を

確認の上､状況に応じた誘導及び案内を自動的に行うシステムである｡

具体的には､空スペースを柱信号灯により表示し､誘導するものであ

る｡
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Ii 表8-9 料 金 徴 収 シ ス テ ム 比 較 表

システム項 目 有 人 精 算 シ ス テ ム 全 自 動 精 算 シ ス テ ム 全自動事前精算機システム

機 械 を 取 扱 う 人 専 属 係 員 お 客 様 お 客 様

専 属 係 員 人 員 常時 1名 但 し交代要員必要(△) 0 名 (○) 0 名 (○)(省 力 化)

1台 当 り の 出 庫 時 間 平 均 20 秒 平 均 40 秒 平 均 12 秒

1時 間 当 りの 出庫 台 数 180 台 90 台 (△) 300 台 (○)

出 口 で の 混 雑 状 況 有人対応なので混雑しても対応が 出庫車が殺到すると渋滞する
臨機応変に対応できるo 又 o(△) (○)

機 器 設 置 費 用 (○) ●ー850×2-1700万円 (○) +I +2850×(2+4)-5100万円(△)

保 守 点 検 3 ケ 月 毎 に 1 度 3 ケ 月 毎 に 1度 3 ケ 月 毎 に 1 度

総 評 ○ ◎

備 考 *1 全自動精算及び全自動事前精算機とも､850万円/台と設定o



⑳ 車両誘導システム

妊車場において､全車室に在車検知器を設置する事を前提として､空スペースの車輪の誘導方法について､下記の3案を比較検討するO

A 案 ･----日華路単位満車表示誘導

B 案 -･--一･--6-10車重毎満車表示誘導 (車路単位誘導併用)

C 案 ---一一一･車重毎満車表示誘導 (車路単位誘導併用)

各裏の梯器配置図を､図8-29-1､2､3に示す｡又､各案の特徴を表8-10に示す｡

蓑8-10 車両誘導システム案の特徴

A 案 B 案 C 案

特徴 - 1 混雑時､前車柄にて車路満車のときも､駐車ま 左記の状況でも､小ブロック満車灯にて､瞬時 同 左

での時間差により､中ブロックの満車灯の表示により進入する可能性があるoこのとき､満車を車重の状態にて判断する他なく､確認に時間がかかる○ に確認可能なため､迅速に他車路へまわれるo

特徴 - 2 個室毎の表示を行うが､駐車場の構造により､表示灯設置場所が限定され､1-3台用の集合灯となり､表示室の対応がかならずLも容易に判断出来ないo

コスト比較 100% 110% 150%

B案採用理由 藍 …喜…≧三重手蔓…三Jtt:…≡…芸喜oFS≡重要…蓄≡……三ob7{三≡:三o*､又C案と比較して単純な表示を､一定のパターンで行える為､〕
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記 号 機 器 名 称

○ 超音波在 否感知器

巨!コ 在否制御 盤

亡=コ 中プロ､ソク満車灯

亡ゝ 小フロック満車灯

≡ 妻 ≡≡
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B案･.-･･6- 10車室毎満車表示誘導 (車路単位誘導 併用 )

記 号 機 器 名 称

○ 超音波在否感知器

l翌コ 在否制御盤

亡コ 中フ ロック満車灯

∠⊃ 小フ ロック満車灯

点 灯 ---空 車

滅 --一一一満車
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図8-29-2 機器配置 図 (B案 )
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記 号 積 器 名 称

○ 超 音 波 在 否 感 知 器

とコ 在 否 制 御 盤

亡コ 中フロック満車灯

C1 小ブロック満車灯

小ブロック満車灯例

姦灯二二:二二二二憲章

図8-29-3 機器配置図 (C案 )



ハ)管制設備システム

駐車場の管制システムのグレードは､駐車場の運営管理をどのように

行うかによって左右される｡一般に有料駐車場では､その利用度を増し､

運営管理を合理的に行い､経営採算性を向上させることが最も重要なこ

とである｡

このような観点で管制設備を配し､システム化し､駐車場管理業務を

効率かつ経済的に行う場合について､管制システムのグレードを比較す

ると､蓑8-11のようになる｡

表8-11 管制システムグレードの比較表

･ブロックの清室サインが出せるo･組車場と連携できる○ ･各韓の在.不在とその占有時Whiわかる.

石 庭 ○ ○ ○ ○ 8,900万円 責 任 1連 回 2監 視 1(600) (5,100) (600) (2,600)
計 4名

普 通 ○(600) ○(600) 1,200万円 責 任 1連 回 4監 視 l会 計 1

計 7名

機器設置費用内訳

駐車券発行機 300万円/台

全自動精算機 850万円/台

台 数 監 視 300万円/台

二)管制設備計画

図8-30-1､2に､管制設備計画図を示す｡また､図8-31-1-

7に､図に用いた主な管制設備機器の姿図を示す｡

(14)無線通信補助設備 (図8-32､33)

消防署指導により火災時及び災害時に消防隊が消防活動及び救出宿

動を円滑に行うための無線通信補助設備を設ける｡漏洩同軸ケーブル

は自動車電話設備と共用する｡

(15) 自動車電話設備

情報社会に対応する先取り施設として自動車電話､ポケットベル等

の移動体通信設備を､駐車場内で利用可能な設備とする｡漏洩同軸

ケーブルは､無線通信補助設備と共用する｡

(16) テレビ共聴設備

CATVを引き込むものとする｡

(17)非常コンセント設備

火災時及び災害時に消防隊が消防活動及び救出活動するために非常

コンセント設備を設ける｡
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凡 例 母 等 名 称 記 号 致 i d 考

[]=] ti車券発行せ TDl,TD2 2台

一･･百 グ-ト装置 GT1-GT4 4台

｢R 七重科会計常在 FCI,FC2 2台

⊂コ tl重科金表示器 DSl.Ds2 2台

LH 全自動精算機 Apt.AP2 2台

[:≡≡∃ ターミナル辞.)クス TBt,TB2 2台

【≡∃ 車両検知器 LDl,LD2 2台

｢~~1~L__｣ tV-プコイル LCt-LCt0 lo‡

車両感知器 ー0台

亡ii 中央監視聖 MCl 1台

亡ii tTV監視聖 MC2 一台

I チ-タ処理装置 PC 一台

○ 槌音浪式在否感知器 Ul-U5一g 5ー9台

[≡≡∃ 在否羽御璽 Pst-PSg 9台

巨∃ 入口打 FS1 1打

[亡:刀 出口打 SCl 1灯

[:]コ 蛤合溝車汀 FS2,FS3 2灯

巨∃ ブO.Jク蒲生fT FS4.)FSt9 16打Iti卓スペース議事打 H1-日98 98汀

eコ 合議注意打 SC2-SCt6 ー5打

□ 茎円蓋示打 Sl-Sll 11打
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脚場内管理システム計画
駐車場の管理とは､大きく運営管理と維持管理に分けられる｡

運営管理とは､駐車場の日々の運営 (利用)に関する管理で､場内の案

内誘導サインや信号等の管制装置設備を操作すること､料金収受を行うこ

と､照明や換気の電気 ･機械設備の保守点検等を行うことを示す｡

次に維持管理とは､建物の維持 ･補修関係や場内の整備 ･清掃関係の業

務を主に行うものである｡

ここでは､運営管理をどのように行うかについて述べる｡

イ)運営管理システム計画

運営管理は集中管理方式を採用する｡

集中管理方式とは､前項13.に述べた管制設備を設置し､これらを一重

(中央管制室)にて集中管理するもので､車の入出庫状況､利用者の挙

動等､場内全体の運転状況を監視し､指示するものである｡

集中管理方式の採用理由としては､次のものが挙げられる｡

① 駐車場の円滑な利用

自走式の大規模公共駐車場であるため､不特定多数の利用者が円滑

にt利用 (入場 → 入 ･出庫 → 出場)できるように､迅速に､効

率良く誘導でき､駐車場の利用度がアップする｡

また､入庫状況によっては､沿道交通に支障を来たさないように案

内誘導も可能である｡

② 場内の防犯 ･防災の徹底

大規模地下2層駐車場のため､死角が多いので､防犯 ･防災設備

(lTVカメラ､場内スピーカー等)を場内全域に設置し､集中管理

をすることによって､リアルタイムで安全管理を行え､非常時の迅速

な対応が図れる｡

③ 場内の設備運転管理と合理的対応

駐車場内の設備監視はもとより､換気設備等の自動制御が行え､状

況に適した設備運転 ･保守が可能である｡

④ 管理人員の省人 ･省力化

中央管制室にて駐車場内の在車状況､入出場状況､設備運転状況が

少人数 (2-3名)で座りながらにして監視 ･誘導できるため､管理

人員の省人 ･省力化が図れる｡

以上より､場内の管理システム計画は､集中管理方式を採用する｡

ロ)集中管理システムのフロー図

図8-34に集中管理方式による管理 (監視)項目を示す｡
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図の矢印方向は､指示 (入力)方向

図8-34 集中管理システムフロー図



/､)
管理人員計画

駐車場の運営を円滑に行っていくために､
管理人昌が必要となる
｡

一般に管理
人員数は
､
出入口における発券機や料金精算機
､
場内に

おける案内誘導サインや車在否感知器等の管制設備を充実させることに

ょって
少なくすることが
､
駐車場の運転コストの面で有利であるが､
公

共駐車場であること､
地下式2層であること､
大規模駐車場であること

等から監みて､
表8-12のような管理人員を配し､
利用者の利便性や安

全性に供することが重要である｡

表8-12管理人員構成表(標準)

人数常 時 混 雑 時配置場所業務内容
入口(発券機2台有) 入場車両の確認 0 0

出口(料金精算機有) 料 金 徴 収 1 1+1

中央 管 制室 場 内総合監督安 全 確 認防 犯 ､ 防 災 2 2+3

管 理 室 等 諸 設 備 保 守 2 2

管 理 室 等 事 務 1 1
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9.躯体工事 と設備工事 の施工時期 のずれ につ いて

ここでは､本駐車場の娠体構築工事を先行し､数年後経たのち､場内の

内装や設備工事を行う場合について検討する｡これは､当該地区が街とし

て熟成し､駐車需要が生じたのち､駐車場を開業するという設定である｡

検討条件としては､次のものを考える｡

① 駐車場上部の駅前広場は､早期に使用しなければならないため､

駅前広場の道路施設や修景施設等支えられる駐車場の構築とする｡

② 駐車場内の機械 ･電気設備工事において､艦体開口 (給 ･排気の

開口)､電気配線工のためのスリープ埋め込み工等は､先行工事と

する｡

③ 内装 ･設備工事に属する工程においても､地表部の掘削等を伴う

ものについては､先行工事とする｡l

④ 駐車場開業まで最小限の維持管理を必要とするものについては､

先行工事とする｡ (例､場内の湧水対策)

以上の条件のもとで､娼体工事 (先行工事)と内装 ･設備工事 (後行工

事)との区別を行うと､表9-1のようになる｡
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蓑9-1 姫 体工事 と設備工 事 が長期 間すれ る場合 の対 応 策 -1

注 :各設備方法や形式等は､後施工となることを前提として考える｡各寸法は､概掩寸法とする｡

四 連 エ 種 規 模 .内 容 施工 時期嗣 or後 躯 体 と の 取 合 後施工の対応策○:特に問題なし 備 考

ロ 建 築工事1.仕上げ.打ち増し2.防火シャッター 床防水,柱担り打ち増し等不燃妻壁ブロック500-300ピッチ 後後 取付 ○○ ′▲

3.防煙垂壁 後 取付 ○

4.建具5.シャッター (出入口)6.防音壁丁.吊金臭 くガラリ設備用) 後同後後 壁開口は行っておく ○○

E] 機舶 備Ⅱ一一 衛生設備衛生器具の設置Ⅱ-2 給水設備1.引き込み 便器.バス100Aの地中百己管 後同 スラブ貫通 ○梁下に納める壁貫通部はボイド梁下に納める

2.場内給水管Ⅱ-3 排水設備一.屋外排水管2.雑排水管,汚水管.通気管 80-100A VE150A VP100A VP 2重ビット内 後同同 壁貫通氏 .梁貫通

3.ポンプアップ排水管Ⅱ-4 消火設備I.泡消火用配管 100A VP 2重ビット内鋼管80A-200A 同後 床 .壁貰遵梁下

2.連結送水用配管 鋼管80A～200A 後 梁下 梁下に納める

_ ⊥
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表 9-1 躯体工 事 と設備 工事 が長 期 間ずれ る場合 の対 応策 - 2

B9 連 エ 種 規 模 . 内 容 施工 時期同 or後 躯 体 と の 取 合 後施工の対応策○:特に問題なし 備 考

ィ.電気室 600x300程度 後 壁開口は行っておく ○

ウ.発電機室 (煙突穴) 600x300程度 後 (同) 機械国排気壁開口は行っておく ○

工.EV機械室 200x200程度 後 壁関口は行っておく ○

オ.事務室Ⅱ一丁 排煙設備排煙ダクト 300x300程度1500x700程度 後後 壁開口は行っておく壁開口 ○○

Ⅱ-8 マ.シンハッチ 5.Omx4.0m 床開口は無し ○

旦 電気 設備Ⅲ-1 受変屯設備I.引き込み 地中埋設ケーブル 同 スラブ貫通 ○○

皿-2 幹線設備 (動力,電灯)Ⅲ-3 動力設備m-4 電灯.コンセント設備 ケーブルラック配管及び配管配線方式各照明器具.配線器具の取付けと､配管配線 同同 躯体に埋込むものは､同時施工分電盤,動力盤廻りの壁開口は行っておく躯体に埋込むもの く電線管)は､同時施工各部屋周辺の壁貫通スリーブは行っておく



表 9-1 躯 体 工 事 と投 備 工 事 が長 期 間ず れ る場 合 の対 応 策 - 3

関 連 エ 種 規 模 .内 容 施 工 時 期同 or 後 躯 体 と の 取 合 後施工の対応策○:特に問題なし 備 考

EI-5 非常照明設備 身謄者11人乗り,45m/min全自動型各車重各々にセンサー設置 級 薙出配管 ○ メ′班-6 耶 舌配管設備 後 狩出配管 ○ iI,中ブロックサインを柱面に取り付ける場合

班-7 放送設備 後 露出配管 ○

Ⅲ-8 lTV設備 級 露出配管 ○

刀-9 火災報知設備 .自動閉鎖設備 級 露出百己管 ○

班-10 自家発電設備 後 露出配管 (⊃

Ⅲ-日 エレベーター設備 後 壁開口や､外壁は行っておく ○

Ⅲ-12 中央監視制御設備(防災センター) 後 露出配管 ○

Ⅲ-13 駐車場管制設備1)料金徴収システム2)在庫管理システム3)中央管理システム皿-14 自動車電話設備 後後(同)後 露出配管露出配管(桂内埋込)詔出配管 〇〇〇

Ⅲ-15 テレビ共聴設備 後 露出配管 ○



.サイン計 画

設計方針にもあるように､地下駐車場における自己の位置確認を容易に

する一方法として､サイン計画は重要である｡

サインには､車誘導用のものと､歩行者用のものとに分類できる｡表10

_1に主なサインの分類を図10-1にその事例を示す｡

蓑10-1 主なサイン分類

車 誘 導 用 歩 行 者 用

外部駐車場入口表示 駐車場案内表示

車両高さ制限表示 歩行者出口誘導表示

内部駐車場入口表示 歩行者出口表示

駐車場案内表示 壁面表示 (ペイント)

車両規制表示 (天吊) 柱ナンバー表示

車両規制表示 (路面) トイレ表示

壁面表示 (ペイント) 室名表示

柱ナンバー表示 階段表示

歩行ライン表示

5

.p■〇一l

戸軍■軍rE: ,.-. 卯伽 NB誘 陣 壕 ∵ I.='.-.1

外部駐車場人口表示

車両高さ制限表示

内部駐車場入口表示
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駐車場案内表示

図10-1 サインの事例
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･1.施工計画

本駐車場の建設位置の周辺状況は､写真11-1に示すとうり､区画整理

中の区域で周辺に建物もなく､当該地の東側に､建設中の地下鉄あざみの

線の駅舎､西側には､都計道中山･北山田線 (6車線で供用中)が位置し

ている｡

当該建設位置は､切土が進行中で､周辺民地は､造成が行われつつある｡

このような状況を踏まえて､ここでは､本駐車場の仮設 ･施工計画を行

う｡

l卜1 施工フロー

本駐車場の施工フローを図11-1に示す｡

ここで､切土工事については､本駐車場の掘削工事を工期上有利に進め

るために､予め行っておくものである｡

以下に､この切土計画について述べる｡

｣ _
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写真1卜 1 建設位置の周辺状況 (平成4年 1月17日撮影)
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･1-2 切土計画

切土計画は､先行して行われる切土計画 (出典 :港北開発局)があるた

め､これと整合をとりつつ検討する｡

(1)切土計画

図11-2に切土計画図を示す｡

本図で設定した最終床付け深さ (+15.25)は､馬主幸場の土被り (現段

階では平均1.5m)が2.5mに増大した場合を示したものである｡また法尻

の設定も同じ条件によった｡

さらに､施工計画上､有利 (工期短縮)に考えられる切土計画として､

図11-3を示す｡

これは､ブラザビル側および南側用地をTP+22.0mレベル面で切土し､

作業スペースとして利用することによって､クレーンの荷上げや作業車の

よりつきをより多くし､作業の自由度合を増したものである｡

実際の工事は､切土計画の実施設計の完了をまたなければならないが､

本地下駐基本設計をまとめるに当たり､あらかじめその内客を推定し､ま

とめた｡･

ll-3 掘削計画

敷地が140mx90mで､掘削深さが約0.3mの掘削は､地盤がN値50以上

の砂層であるため､リッパー装置付ブル ドーザを用いて破砕 ･集土 (約

7,000正)バックホーにてダンプトラックに積み込むものとするo

土砂搬出は､図11-4に示すように､南側の出入口 (TP十22m)に斜路

桟橋 (勾配10%)を仮設し､この仮設斜路にて行う｡

/マN

中 山 ･北 山 田線

図11-4 掘削計画図
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図11-2(41 切土計画断面図その3
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図11-2(7)切土計画断面図その6
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図11-3 切土計画提案国



ll-4 躯体施工計画

図11-4に魅体施工順序図を示す.図について以下に説明するo

① 胞体構築にあたっては､3パーティー､各6ブロック､計18ブ

ロックに分割し､図の番号順にて進めていく｡

(卦 ブラザビル側の用地については下記の通り他に西側しか使用でき

ず､これだけでは対応が難しいことから､極力東側も使用すること

としたい｡しかし､作業用地として使用できる期間が限られている

(平成5年3月末までと想定)ため､この面からの材料搬入や､埋

戻しを優先し､作業用地の開放を早める｡

i)北 側 使えない｡

ii)西 側 TP27を使えるo

iii)南 側 TP22で使いたいところだが､他の工事の関連から

工事用道路となる可能性大｡

iv)東 側 ブラザビルの工事と重なる｡

③ 艦体構築に必要な資材の搬出入は､固定式クレーンにて周辺の資

材置場から吊り上げて行う｡

固定式クレーンは､作業半径40m以上のものを4基設置し､ク

レーンの作業円が駐車場平面をほぼ包含するようにする｡

@ 現場への工事車両出入道路は､駅広への出入道路と南側の区画道

路 (駐車場への出入道路)である｡この南側道路が使えない場合は､

さらに南側の区画道路を使い､ブラザビル側用地にアプローチする｡
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設 定･条 件 --一一一一-･① ブラザビル用地は､平成5年3月末まで工事用地として使用できるものとする｡

② ブラザビル用地は､+22mまで整地されているものとする｡

資材置場

図11-4 躯体施工順序図
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12.工事費及び工事工程

12-1 概算工事糞

蓑12-1､2に､土木 ･建築､設備の概算工事費を示す｡

表より､本駐車場は､収容台数 520台で､約68億円と見積もられる｡

衰12-3に､建築工事の主なエ種を示す｡

表12-4､5､図12-1に駐車場の各部の構造別工費及びデッキ載荷範

囲による工費比較を示す｡表より､デッキ載荷に伴って､上床版､壁およ

び底版が補強されるため､躯体工費は20%増 (D3一/D3-1.20)となる｡
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蓑12-1 躯 体 ･ 建 築 概 算 工 事 糞

項 目 仕 様 単 位 (円)単 価 数 量 (千円)金 額

躯体工辛 土 留 支 保 工 Hf

掘 削 1m 1,000 8,143 i 8,143

残 土 土捨場による ′′ 5,500 8,143 44,787

埋 戻 し 購 入 土 ′′ 3,500 33,267 116,435

基 礎 砕 石 〟 4,500 2,492 ll,214

捨 て コ ン ク リー ト 135kg/rTf ノ′ 12,500 1,246 15,575

躯 体 コ ン ク リー ト 210kg/rrf ′′ 14,500 30,673 444,759

鉄 筋 加 工 SD295A t 160,000 4,209 673,440

型 枠 nI 7,500 54,919 411,893

支 保 工 空ns 3,500 82,394 288,379

足 場 工 掛m2 3,000 12,378 37,134

構 内 舗 装 工 全床, t-150カラー rrf 9,000 24,700 222,300

中 詰 砕 石 B2ビット m 4,500 3,665 16,493

防 水 工 天井,側壁 nf 6,000 28,592 171,552

仕 上 工 全鼠 ペンキマーク ′′ 5,000 24,700 123,500

小 計 2,585,610

雑 工 5% 129,281

小 計 2,714,891

諸 経 費 35% 949,599

計 3,664,490

建 築 工 事 経費30%込み nt 42,900 24,700 1,059,630

設 備 工 事 経費20%込み i 80,400 24,700 1,985,880
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蓑12-2 設 備 工 事 の 概 算 費 用

延床面積 A-24,700nf

＼ 設 備 項 目 概 要 単 価 (円′ml) 工 事 費 (千円)

鷲気設備 受 変 電 設 備 キュービクル型受変電設備 ●600KVA 3,000 (単かA)

高圧引き込み工事 ●6.6KV(電灯 100KVA .動力 500KVA) 74,100

幹 線 .動 力 設 備 墓驚喜濡 :音義論 議言 古ク)昇降機設備 (身障着用) ●油圧式45m/min2基 4,700 116,090

電灯 .コンセント設備 弄鮎 競 品'(左葦鮎 妄産)2線) :1100,Lx7以干灯 5,100 125,970

弱 電 設 備 電話設備 ●構内電話錐 蓋酢 轡 管設備含む) :壁蔑芳幣式 5,700 140.790

防 災 設 備 語 義嘉 賃 (再放送設備) ;聯露言霊 6,000 148,200

管 制 設 備 料金徴収システム (中間精算) ●自動発券自動精算章票謁 33歪琵 :嘉男霊諾鏡含む 12,400 306.280

自 家 発 電 設 備 キュービクル型非常発電設備 ●6.6KV 3.000 74,100

小 計 39,900 985,530

機械設備 衛 生 設 備 便所 .洗面所等への給排水設備湧水ポンプ設備 2,000 49.400

消 火 設 備 崩翌:詔 諸 事鰻 緑 葉要備建物全体に対する消火器設備 ll,500 284,050

空 調 .換 気 設 備 宴蓋董i寵弼 緊鑑芸傭 8,200 202,540

排 煙 設 備 駐車場 .車路に対する排煙設備 5,400 133,380

小 計 27,100 669.370

汁 67,000 1,654,900

経 費 (20%) 330,980

合 計 千円1.985.880
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表12-3 建築工事の種目

第 1地区廷床面積 A-24,700rn2

工 程 名 称 (場 所) 概算単価 (直 工) 円/rrf

(ら 石 工 事 階段廻り､光庭等 3,300

② ブロック.タイル工事 側壁､階段､ トイレ

③ 金 属 工 事 階段上屋､ トップライ ト等 4,800

@ 建 具 工 事 シャッター､扉､ガラリ等 10,000

6) 木 工 事 管理事務室等 8,000

@ 左 官 工 事 床 .壁 .ビット廻り等

@ ガ ラ ス 工 事 トップライ ト､休憩コーナー等

⑧ 内 装 工 事 管理事務室

@ 仕上げユニ ッ ト工事 垂れ壁､消火器ボックス､ トイレ等 4,000

⑩ そ の 他 エレベーター､サイン等 2.900

ー184-



蓑12-5 デッキ計画範囲によるエ糞比較

CASE工費p画概要 CASE-1 CASE-2
Oデツ拙ブラザビル中如までo西側民地との離れ6.0m 南端までデッキ載荷

ETf延 床 面 積 24,700 24,700

台 数 520 520

工辛費(百万円) 躯 体(土 工) 3,783 3.808

建 築 1,060 1,060

設 備 1,986 1.986

計 6,829 6,854(CASE-1より25百万円増)

1台当りの工費 万円 万円

注 1)CASE-1の工費 ----･- 表12-4(1)参照

注2)CASE-2の工費 ･---･- 表12-4(2)参照
(D3をD3'に代える)

i
L)
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上本工事 ヰ 血 禎 7712也且旦生L5.77/一一5_JLl守l_7生ユ_7213_8ーLQ4:iL_/JJZ5lLZ55 JJ一色02mー_ZOL-2AJ_-Zo_良∂∂ 83aI∠之.L4:i.A_17__8J_81う皇JlZ2.4-2之2

埠 か れ3/.rrr) /.227 1ZJ*._i.74!t_1.1965 ｣/3-旦!_9一g303/? 20/乙と9 乙乙9 +8｣旦7_4li.旦まヨll_6_J__lI115/5588

吋 1. '上野L:,/ しすLTaつLS.77] JLZまLm G_551 ～//一一遥上j丘_I_{U_7__～.a_G且223&旦占3.チ,..5T_a_ZZLム&_L/｣∠C3D___2,/_トu-8.8_,"31:a__8.ら/a£ 6.22L号_9≠_ EL,1 9_Z∠血 ∠且 _ //ob66 t弓BO_ム2▲AEr?.ぐP_

1里 A L 朗人L //_JLL5]2fつ72∫ __呈一室占連__36_05cc!iLiOM｣ふプ-aA_I_2_1

冬 イ足碑石 - ぷ D/?∴rm ら58ー

雅t⊃ン?り-ト // A+_ dL__a血 l_L81L_3▲生乳0 21_080.65 0 /.oJlO

鵜休⊃-,?リート //_鮎 2/./07号nt,出即之80.82Zl /,JZえ _∠∠_ちぎー__ー1且&__J上.QQLiICVy___7ju_【｣玖Z_IMG_Q_/こ _zB_i80 +/捕ZLO_a12,ifC2_Z_PIZ▼_｣塩_｣弘∠8__"2jD_i_W_良__i RP/,/22 a Lie_ _虫左互nQ｣坦皇ヱ20+5,91JZijLi土

hil ヰ午 hlZ...7.,I_一一_31_J. _Aiii3チ-9.早/A(ギク▲9AL

i. 伯＼ L 車が JLL&Z之タ_｣辻Zー J1 チ ､一.//缶3_bJ/ー0 ら 4- /741∫

足 場 工 i計れ2 7_Lqna/_9JP 里⊥土 ム血綾｣日長_320 ろ8.57

.稚内舗装1 Jf4 ?れ2 2/_774-/gr)5uMl._115_.q:,す8..L_3,5QG_ ーL7ヱJj jZb,_83｣ヱ _5_594うら.4 7 ∫ _2215.? ;吉名辛石 BZe,てyi- 勿 J 一.,4.Jの_..a.ー一五 一 ｣エ乙∠ふ.JB←乙∠1ん54- 皇乙2ZJ占Jら∂ __∠呈皇_.__乙∠乙&_rJJムー2ヱ 郎~8 _l左呈出lZU.題Z/ 59QZ.GLelZ朽 Jlt L JA - 777～ 12J3_2占a20

イ‡ 上 エ i A 88.27n

-1､ 封 - - _8L5LW .聖LG_aLIo史上甚一.LIFBF._50.

維 1 ∫ y. - _245879l; 4-,､m ∠ ′うう45′ト 封 ?7 67 ～8 2 ZJgQZ.

__ 蓮 _虹 ÅN_ ,言L q 3∫ yo LO ｢_ら JL3.す87 __麹 _包_u/̂ 以 旦 由

...- /7LF /2タ./ど ZBBJr2

ノ紘 L _ ､卓33.0. み7～ 42_9m 且 之

甘 言t ･■



蓑12-4(2)構造別躯体工費
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工事工程

本工程検討で前提とした点を次に示す｡

① 工事着手を平成4年 8月とする｡

② 横浜市高速鉄道あざみ野線開業は､平成5年 4月とする｡

③ 当駅前広場のオープンは､平成6年4月とする｡

とりわけ､(卦の駅広オープン時期に間に合わせるため､かつ､前章で述

べたブラザビル用地の開放時期を考慮して工程検討を行った｡

衰12-6､7に､駐車場建設工事および駅前広場造成工事の工程を示す｡

なお､検討に用いた施工歩掛は､ ｢建設省土木工事積算基準､平成3年

版｣より引用した｡

表12-6に示されるように､駐車場工事が全17ケ月､このうち､駅広工

事着手が可能な時期は､13ケ月､これから､駅広工事に9ケ月費やすと､

駅広オープンに2ケ月遅れとなる｡この2ケ月の短縮を図る方策は､次の

ものが考えられる｡

(a)駅広工事を随契とすることで駅広工事の準備工を縮める｡

(b) 修景施設等の工事は､駅広オープン後も続行していく.

(cl 投入人数等の増強
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港北第 1地区地下駐車場工期検討

1.躯体工事施工歩掛

(参)建設省土木工事積算基準､平成3年版

(1)鉄筋工

加工組立 1.5人 ･日/t

lO
IO人で - -6.7t

l.5

(2)型わく工

製作 ･設置 16.4×0.7◆-ll.48人 ･日/100rrf
lO人で 100×10/ll.48-87.1nf

*一一-一一撤去を除くため

(3)足場工

設 置 3.3×0.7◆-2.31人 ･日/100掛nf

lO人で 100×10/2.31-433掛nf

(4) 支保工

設 置 2.9×0.7-2.03人 ･日/100空m'

10人で 100×10/2.03-493空m'

(5) コンクリート打ち

1,000m'/日以下

■■■■■■■

2.ブロック分けと施工パーティ一致

･ブロックは18ブロックとする｡(別図参照)

･1ブロックは (4-スパン) × (4-スパン)とする｡

昭

逼⊆⊆⊆⊇邑

A-24.5×34.0-833【d

･施工パーティー数は､現場の規模より､3パーティーとする｡

3.1ブロック当たりの概算数量と施工日数

《躯 体 工 事 に 限 る》

IE臥̂B コンクリ-I(n') 鉄 訪(t) 型 枠(d)支保工(肘) 足 場(別)
1,000m3/日 8人 10人 10人 5人

蘇 (5.36t) 87.1rrf 493掛n1 216

基 礎 630/1.000-1日 0/5.36-11日 - - -

B2 180/I,000 5/5.36 760/87.1 - -
-1日 -6日 -9日

B1 350/1.000 0/5.36 1,060/87. 2,900/493170/216
-1日 -10日 -12日 -6日 -1日

BR 530/1.000 0/5.36 1,080/87. 3,200/493180/216
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4.1-パーティー, 6ブロックの施工工程

l

ブロック 基 礎 B2 B1 BR

1 コンクリート打設o⑪ 1吾一五一一高?.8 冨意 表一五 壷一一一一雪 102 112 139 162 -｢㌃基一一一遠目遠目壷""-1 忘 一志 ー-1 ▲▲

(養)(82型枠) (打)(義)(支)(81型枠) (打)(養)(支)(BR型枠)

2 H 1--------I トー.-.一一十 一一一-I

6 1 @ @ @(打)(義)(支)(81"1 忘1 ‥~壷~~~あ~~~壷一一一…-IJ枠) (打)(養)(支)(BR型枠)
⑪ (D (参 (9 ⑬

3 H -I ---------I よ詫 ~~-i-一一高一一一一一一一一一一~~ー ｢㌃ 去~~~高~~~あ---義-ー…~ー L1 -----I⑬ (D ⑦ (勤 ⑬
(打)(垂)(支 (B1型枠) (打)(秦)(支)(BR型 )

4 Li 一丁--一一----- ㌃ 基---あーー~~-ー~盲 ~~~~~~1 ｢㌃ 基~~~あ~一~高一ー~ー一一一--1 ｢- 1--1⑪ ① ⑦ ⑨ ⑬
(打)(養 (支)(81型枠) (打)(養)(支 (BR型枠)

5 H -▼一一一一~~~~壷~1 ㌃ 去ー---~一日あーー一高---一一一一l ｢誼 一一一高-一一一----1 L1 ---l⑳ ① :⑦ ⑬ ⑬
(打):(養)(支)(Bl型枠) (打)(養)(支)(BR型枠)

6 ⑪ ?芸一一一高-高一. 謹 -高一-一高--一遍----1 ｢謹 五 一一高一詔 ポ 9---回

注)1.数値は､施工累積日数

2.0数値は､単一工種の工程目数

3.B2階床は､型枠によるRCスラブとして考える｡
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73,まとめと今後の課題

麦13-1に本検討結果を示し､基本設計のまとめとする｡

なお､本検討では､設計条件とし決定されるまでにいたらず､いわゆる想

定条件にて検討を行ったものがあり､今後は､これらを確定 ･確認し､次段

階の実施設計を行う必要があるo

特に重要と思われるものは､次の3点である｡

(1)駅前広場計画で､地下駐車場の上載荷重条件に影響を与えるもの

(デッキ,モニュメント等)の計画 ･設計が未確定のため､それらの位

置等をある程度想定して荷重条件とした｡駅前広場計画についても地下

駐車場と併行して実施設計を行い､双方の整合を計ることが望ましい｡

(2) 隣接ブラザビルとの接続等に関する条件 (荷捌車用等の出入口,駐車

場同士の接続,地冷プラント用機器搬入への対応等)を､実施設計開始

までに確定する必要がある｡

(3)供給処理施設の引込接続について､各事業者と協議し､その内容を確

定する必要がある｡

表13-2に､基本設計段階において､設計条件として決定したもの､して

いないものについて示した｡

｣
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l｢ 蓑 13- 1- 1 港北第 1地 区 タ ウ ンセ ン タ ー 地 下 駐 車 場 基 本 設 計 の ま と め

I 項 目 検 討 結 果 項 目 検 討 結 果
1. 設 計 方 針 (D 車の出し入れが容易 3. 戟. 線 計 画 ･駐車室の配置を南北にする○

設 (参 わかり易い車 .歩行者動線 辛面計画 ･地下 1階利用車と地下2階利用車を分離するo

計 (9 位置確認が容易 ･滞留車線を2車線 (2L-220m)確保

方 (参 地上 .地下を含めた周辺環境との調和 ･プラザビル用荷捌車路を併設

針 ⑤ 従業員の居住環境も重視 ･隣接ビルとの接続を考慮

2. 関 連 法 規 及 び 指 針 (D 建築基準法 .同施行令 諸 室 配 置 計 画 ･管理室 .中央監視室は､出口付近に設置

設計秦件 (診 横浜市条例 ･エレベーター位置は､地上 .デッキとの整合
③ 消防法 .同施行令 .同規則④ 駐車場法 .同施行令⑤ 横浜市 ｢福祉のまちづくり｣⑥ 公害防止条例 ･管理室横に トップライ トを設置

平 面 計 画 図 別 図

駐 車 台 数 と 床 面 積 床 面 積 表

悼項目 BIF B2F 計
駐 車 形 式 自 走 式

駐 車 台 数 219台 301台 520台

対象車 両､車 重 ､車 路 ･対象車両 ------------一一-一一一一国産の3ナンバー車1.8m幅×5.0m長以下･車重スペース 一一一------2.5m幅×6.0m長･車いす利用車スペース ----3.7m幅×6.0m長･車 路 ------------一一---一一一方通行とし､幅員は3.5m以上車重前面車路幅は6.0m以上

車 重 3,685 5,045 8,730

車 路 6,816 5,386 12,202

管 理 室 等 190 190

械 械 室(倉 庫) 874 1,424 2,298

階 段(EV,WC等) 405 405 810
駐 車 パ タ ー ン 直角駐車

荷 捌 車 路 360 360
場 内 歩 道 有 効 幅 1.25m以上

計 12,330 12,260 24,590

発 券 所 .料 金 所 の 数 発券所 -----2ヶ所料金所 ----- 2ヶ所

24,5901台当たりの面積 a-- -47.3m2520エ レ ベ - 夕 - 1基設置
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蓑 13- 1- 2 港北第 1地 区 タ ウ ン セ ン タ ー 地 下 駐 車 場 基 本 設 計 の ま とめ

項 目 検 討 結 果 項 目 検 討 結 果

4.節面 滞 留 車 路 長 出入庫状況試算の滞留台数35台より､35台×6m/台-210m<110mX2車線 6.設備 機械 給 排 水 .衛 生 設 備 ･湧 水 槽 36m' .雑 排 水 槽 41エゴ･消 火 水 槽 150m' .発電機水槽 100m'

土 被 り ｢駅前広場 .デッキ編｣の雨水排水計画の検討より､土被り1.0-2.0m

消 火 設 備 ･駐車場の車路 .車重部は泡消火設備を採用･複合用途防火対象物 (令別表第-の16項イ)として扱う○階 高 一 般 部 荷捌車路部

汁画 ▽ GL-十27.0-+28.0 ▽ GL-+27.0- +28.～,5- XTSlI▽ +26.0 く>く>mt=ゝ l可■<▽ BIFL-十22.0 ▽ R】F一一=+??ー0 計画 設 ･車路 .車重以外はスプリンクラー設備

空 気 調 和 設 備 ･管理室 .中央監視室は､空冷ヒー トポンプパ ッケージ

備 エアコンを採用
換 気 設 備 デイリベントシステムの採用

排 煙 設 備 消防法施行令28条より設置

LL? 電 気 設 備 ･受変電設備
uつ ･ 線設備

∽▽ B2FL-+18.45 ▽ B2FL-十18.45 ･動力設備･電灯､コンセント設備･非常照明設備･電話配管設備･放送設備･ⅠTV設備･火災報知設備 .自動閉鎖設備･自家発電設備
5.棉 主 体 構 造 鉄筋コンクリー ト造材 料 ､ 許 容 応 力 度 ･コンクリ- ト Fc-210kgf/cot

追 qc- 70kgf/ctG･鉄 鉱 SD295A こエレベーター設備･中央監視制御設備･駐車場管制設備

汁画 qs-2,000kgf/CTG ･無線通信補助設備･自動車電話設備･テレビ共聴設備･非常コンセント設備
柱 割 り (標 準) (5.6m or7.0m)× 8,5m

基 礎 直接基礎 7.工期工費 工 期 17ケ月 (駅広整備は含まず)

地 下 水 位 TP+23.0と設定 工 費 躯 体 工 36.6億円建築内装工 10.6億円機 械 設 備 11.8億円電 気 設 備 8.1億円計 67.1億円
載 荷 重 ･路面自動車荷重 2.38t/m2･デッキ柱脚荷重 P,=150t,Pl-120t
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地下牲車場設計 条件諜掴一塩 (1)

表13-2

大 Ij1 日 ノ卜 項 目 内 容 ㌫性打として雌 (-2!I,検討公 田)検 討 柑ll唄

(目上職荷iLT①デ ッ キ 師臥 陀BB､用途 (牲手品場)､梢AL-守 ○

②修灘施設 シンボルツリー､モニュメント､ハイボール順明等 ○ ○ 鮭 gT

(2駅広とのl兇係 階段､給排気塔､吹払等の調喧 (○I:JfL胤tll)

(3凱 :rlI鳩 (かLR容台数 托恥の用に眺する面孤は6.000ni以下とする○ ○
紺. 元 (約520台､内身仰省スペース6台)

母稲 EFl北 放地境界から3mのPl仕れ ○

柄 ○

西 敵地塊界から6mの離れ 〇一

井iOLま敗地いっぱい ○

③)rZ 式 田並式､地下2庶i ○

④対象舘種 中型乗用iFi(国産3ナンバ-車クラス)救急車､晒株恥の進入は考慮しない○ ○

⑤払本J;J瀧 ○
印 川中 -u隔 m方 向 性間隔8_5mX5.6m

(実用上は2.5mX6.0m) ○

身障者スベ-ス (2.5m+1,2m)×6.0m (⊃

◎法的位払づけ 淵 勿(計画通知) ○

ー4)出 入 口 ①牲 _*_場 1ヶ所とするo_ ○

②7ラ仰AJ7l ◎
(5)は= 挑 O iri -般民地とは接跳しないO ○○

1う1FビルとはB1F.BZPで接続8 (社主l瑚 桟の扱い) ○

同 上 (1うiFt'んA/lンJu:uりとの側係) ○

②LT'T:-j州 !1.T,ブラザビル杓捌きiri及び地玲プラントmi!1.用通路を投.けるo刈如 一旦tJ刺ま4tilil邑比とする○ ○

③少 行 者 BLFでブラザビル､兆同化兎概u;i区､ロ7-タウン-の妙行者軸組をWEL采するC ○

今後の課題

地下駐 車 場設計条件課題一 覧 (2)

大 項 目 小 rj'i 目 内 容 説鮒とし 班は;i:∫て拡 (公 1il)Jの iTLl州 lItJ

(6)平面計画 ①レL7日 図示 ○

(多言t;-設 僻 階 段 6ヶ所 ○

LDj 所 BIF､B2F各1ヶ所 ○

エレベータ 1ヶ所 ○

③待ち行列 死者別故を奥に配払し､f-1.fち行7jllを5;I=.互E互域内へ棋力おさめるo (⊃ ○う1/29.2r7握出希(鮒州)

④ili重の向き 机配iEi(繭北方向配i'虹) ○

L7WT両計画 (訓妾続道路 中山.北山田線および807号組へのtE=統 ○

②土 放 り 平均1.5m ◎ (iJiL腿E1.)

_Tri指 2,3nl ○

ブラザビル9--用壬ri指 3.8m(クレーンも考慮) @ ○

(訓E.t 芯 B IF 4.00m (yjJ/k屈含む)B2F 3.55mビット等 1.40m(ビットは別途考慮)10,Ll5m ○

(9レベ ル BIF TP+22.0 ○

(8)fl咋赴形式 (D壬 生郎 ○

(訓l!i殊 伽

(9放仰ほ1両 ①換 気 デリベント方式 ○

②排 煙 設 1LH ○

(勤肖 防 別表参ll.Ci ○

④誘 導 ○ ○ 丁 三･.~こヒ=
⑳～i JrJ)娠休､設蛸iCDTBti1'J:"tiJUtはずれる. (別韮参似) ○

(m)眺給処Tg!施設 引込は統 16乳､fE託､C∧TV､上水道､雨水､.i7)17k ○ 萌す一票と各
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14.計 画 概 要 書 及 び 基 本 設 計 図

14-1 計画概要書

表14-1に､本駐車場の計画概要書を示す｡

表14-1 駐 車 場 計 画 概 要 書

名 称 (仮 称) 港北第一地区タウンセンター地下駐車場

所 在 地 境浜市港北区中川町

駅 前 広 場 面 積 17.662rrt(歩行者専用道面積 7,342Ⅰ丘を含む)

用 途 地 域 商業地域､防災地域､第 5種高度地域､
容積率600%､建ぺい率80%

形 式 自走式地下2層駐車場

躯 体 構 造 鉄筋コンクリー ト造

班模 建 築 面 積(地下のため参考値) 12,330rrf

廷床面積及び駐車台数 ＼ 床 面 積 台 数
BIF 12,330Ⅱf 219台

B2F 12,260rJ 301台

汁 24,590rJ 520台

駐車の用に供する面積 2.3mX5.0mX520台-5,980.Orrf(<6,000rJ)

障 rrT) 土 被 り 平均1.50m (1.0-2.0m)

Bl 4.00m (防水層を含む)

B2 3.55m

基 礎 等 1.40m

計 10.45m

出 入 口 ･南側道路 (20.0m)から14m道路を介 して行う○

14-2 地下駐車場基本設計図

次頁以下に本駐車場の基本設計図を示す｡

地下駐車場基本設計図

(》 駅前広場平面鼠

(参 駐車場地下 1階平面図

③ 駐車場地下 2階平面図

④ 駐車場横断面図

(9 駐車場一般部および荷捌車車路部断面計画図
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